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はじめに 


 

「なんか色々すごい！」と、最近ChatGPTが話題になっていますよね。

 

簡単にいうと、ChatGPTは、OpenAI社が開発した「AIチャットボット」です。

 

最大の特徴は、会話形式で自然な問答ができることです。しかも、質問に答えるだけでなく、質問の前提に誤りがある場合は指摘したり、不適切な質問には回答を拒否することもあります。このあたりが今までのチャットボットとは違うところです。

 

まるで「面倒くさいことを何回聞かれても、全然嫌な顔をしない頭のいい学者」と話しているイメージです。さすがに現実社会では、こんないい人いないですよね笑。でも、ChatGPTを使えばそんな学者がいつもそばにいてくれるわけです。

 

OpenAI社の設立者であるイーロン・マスク氏もChatGPTの開発に関わっており、現在はマイクロソフト社が積極的に研究開発を進めています。ChatGPTは、革新的かつ大きな可能性を持つ技術であり、自然言語処理の分野で注目されています。

 

未来から過去を振り返ったときに、ChatGPTの登場年である、2022年が「AI元年」として大きく生活が変わっていくのではないでしょうか。

 

実際、生活を激変させる「時代の波」は、10年おきぐらいに来ると言われています。たとえば、過去を振り返ってみましょう。

 

 

・2000年代 ＝インターネット普及の波 

2000年代に入り、インターネットが急速に普及し、Webサイトの登場、eコマースの普及、SNSの登場など、生活やビジネスに大きな変化をもたらしました。

 

 

2010年代＝スマートフォン普及の波 

2010年代に入ると、スマートフォンの普及が加速しました。スマートフォンにより、情報の収集や共有、コミュニケーションが格段に容易になり、生活スタイルが大きく変化しました。

 

 

2020年代＝ AI活用の波 

2020年代に入り、AI技術の活用が進展し始めています。ChatGPTのようなAIチャットボットや自動運転技術、医療技術の向上など、生活やビジネスに大きな変革をもたらすことが期待されています。

 

どの波でも先駆者利益は確実にあります。

 

そして、その波に乗り遅れないためには、他の人がまだ知らないうちに知識を蓄えて、使いこなせるようになる必要があります。

 

この本では、私自身がChatGPTについて学び、実際に活用する中で出てきた問題や疑問、そしてその解決策について解説していきます。

 

本書を読むことで、AIやChatGPTの基礎知識だけでなく、拡張機能を使った活用方法、プロンプトを使った応用まで、この１冊を読むだけでも最低限使いこなせるよう、できるだけわかりやすく解説しています。

 

ChatGPTを使って実践的に学んでいく中で、私自身が悩んだり困ったりすることもありました。

 

たとえば、一部の文が不自然になってしまうことや、平気で嘘をついてくることなどです。頭のいい学者が、真顔で答えてきたらその内容を信じてしまいますよね。本当にとんでもない嘘をついてくることもあります。

 

ですが、その経験を通じて、ChatGPTについて深く学び、自分自身の成長にもつながりました。

 

要するにChatGPTはすごく便利で革新的なツールですが、完璧ではないということです。

 

本書では、ChatGPTの仕組み、登録方法、基本的な使い方はもちろん、より便利な使い方やこんなアイデアもあるのか、といった一歩進んだ活用方法まで説明していきます。

 

機械音痴やアナログな人でも、できるだけわかりやすいように書いていますので、最後までお付き合いいただけると幸いです。

 

この書籍を機に、単に「便利なチャットボット」として使うだけではなく、他の人と差をつけられるように、ChatGPTを活用してみてください。

 

 

 




第１章：AIの基礎知識 


 

 

それでは、まずはChatGPTの元になっているAIの解説から進めていきますね。

 




（１）AIってなに？ 


AIは人工知能(Artificial Intelligence)の略で、コンピュータが人間の知能を真似して、人間と同じように問題解決を目的とした技術です。

 

AIは、機械学習やディープラーニングといった技術を駆使して、大量のデータからパターンを学習し、自己判断や自動化を行います。例えば、スマートフォンの音声認識や自動運転車の制御などが、その代表例ですね。

 

ちょっとむずかしい言葉が出てきたので説明しておきます。

 

「機械学習」と「ディープラーニング」は、コンピュータが自動的に学習する技術です。 

 

・機械学習 

例えば、スマートフォンの音声認識機能（Siriみたいなやつ）がありますが、これは機械学習を使っています。スマートフォン側が、何を言っているのかを理解するためには、多くの音声データを収集して、コンピュータがそれらのデータから音声パターンを学習する必要があります。つまり、大量のデータを勉強させて、共通点を理解させるということです。

 

・ディープラーニング（深層学習）

ディープラーニングは、コンピュータが様々なことを学ぶ方法の１つです。人間が勉強して色々な知識を身につけるように、コンピュータもディープラーニングで学習を行います。

 

ディープラーニングでは、ニューラルネットワークという多層の構造を用いています。この構造は、人間の脳の働きを模して作られています。

 

人間の脳には多くの神経細胞があり、それらがつながって情報をやり取りしています。ディープラーニングも、この神経細胞のつながりを模倣しているのです。

 

ディープラーニングは、画像認識や自然言語処理などの分野で使われています。自然言語って普段使わない言葉ですが、人が日常生活で使う言語のことだと思ってください。

 

「自然言語処理」では、人工知能が自然言語を理解するために、大量のテキストデータを学習する必要があります。 

 

「画像認識」は、ある物体を認識するために、多くの画像を学習データとして与えて、コンピュータに物体の特徴を学習させます。 

 

例えば、コンピュータに猫の画像を認識させたい場合、多くの猫の写真を見せて、どのような形や模様が特徴的かを学習させます。コンピュータは、写真から得た特徴をニューラルネットワークを通じて学び、最終的に猫の画像を見るだけで猫であると判断できるようになります。

 

つまり、ディープラーニングはコンピュータが物事を学ぶ手法であり、人間の脳の構造を模したニューラルネットワークを利用して、多くの情報からパターンを見つけて記憶することができるのです。

 

これらの技術は、医療や金融、製造業、物流、エネルギー、農業など、様々な分野で使われています。

 

たとえば、医療分野では、ディープラーニングを使って、がん細胞の検出や診断を支援する研究が進んでいます。

 

実はコンピュータが発達していないときでも、名医は同じことをしていて、「正常なレントゲン写真」を大量に覚えていたといいます。

 

そうすると、病気のレントゲン写真を見たときに、直感的に違和感を感じるのだとか。そう考えると脳の仕組みと似ているのかもしれないですね。

 

 




（２）AIの歴史 


AIの歴史についても、簡単に触れておきます。

 

AIの歴史を紐解くと、1956年にまで遡ります。2000年ぐらいからかなと思いきや、意外と前から研究されていたんですね。

 

最初のAIは、John McCarthyが共同で設立したダラス大学のコンピュータ科学研究所で開発されました。

 

この研究所は、AI研究を専門としている世界初の大学でした。AIの発展は、1969年に開発された、IBMが開発したプログラミング言語である「FORTRAN-IIプログラミング言語」をベースとして行われました。

 

これは、コンピュータが決まったルールを実行することができるようになった最初のプログラムです。

 

「いやいや、そもそもFORTRAN-IIってなに？」って感じですよね笑

 

できるだけわかりやすく説明します。

 

FORTRAN-IIというのは、コンピュータ用の言葉の１つです。科学技術計算に特化していて、数学の計算が得意なんです。

 

例えば、「1+2」のような計算をするとき、FORTRAN-IIでは「1+2」と書くだけで答えを計算してくれます。FORTRAN-IIは、プログラムの中に「部品」と呼ばれるものを作れるので、同じ計算を何回も使うときに便利です。

 

また、FORTRAN-IIでは、「もし～だったら～する」というような条件分岐や、「何回も繰り返す」というようなループ構造も書けるので、複雑なプログラムも作れます。

 

FORTRAN-IIは、昔のコンピュータで広く使われた言葉で、科学技術計算の分野でよく使われました。今でも、科学技術計算でFORTRANが使われることがあります。

 

要するに、FORTRAN-IIは、数学や科学技術計算が得意なプログラミング言語ということです。 

 

特に、大量の数値計算を高速に処理することができるので、科学技術分野での研究や実験、シミュレーション、解析などに広く使われています。

 

続いて、1980年代に、AIの技術が発展し、機械学習アルゴリズムが開発されました。これらのアルゴリズムは、コンピュータがデータを解析し、それを汎用的な規則に基づいて推論できるようにするものでした。このアルゴリズムは、今日のAIシステムの基礎を築く上で、重要な役割を果たしています。

 

アルゴリズムというのは、問題を解決するための手順や方法のことです。お菓子作りを例にして、アルゴリズムを説明しますね。

 

例えば、クッキーを焼くときを考えてみましょう。小麦粉などの材料を用意→混ぜて生地を作る→生地を平らにする→抜き型で形を抜く→オーブンで焼く、といった手順がありますよね。これをあらかじめ決めておくことが「アルゴリズム」です。

 

プログラミングでも同じで、データを処理する際にも、決まった手順や方法を使って問題を解決します。具体的には、数列を並び替えるときに、大小を比較して交換するという手順を使うアルゴリズムなどがあります。

 

最後に、1990年代以降、AIの技術はより進化を遂げました。特にディープラーニングなどの人工ニューラルネットワーク技術（コンピュータに人間の脳の仕組みを模倣させた技術）が一般的に使用されるようになりました。

 

これらの技術を使用することで、コンピュータは、規則ベースの推論ではなく、より複雑なタスクを行うことができるようになりました。

 

2000年代に入ると、音声認識技術が登場し、AIアシスタントの開発が進みました。そして、2010年代には、ディープラーニングが注目を集め、画像認識や自然言語処理の精度が飛躍的に向上しました。

 

また、自動運転やロボット技術、量子コンピュータの開発など、AI技術は様々な分野に適用されるようになっていきました。

 

そして、2020年代には、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、AI技術が医療分野での診断や治療に活用されるようになりました。同時に、AIの倫理や法的課題などが注目され、国際的な議論も行われるようになっています。

 

さらに、AI技術の進歩により、より高度な自律的システムや知能を持ったプログラムシステムの実現が期待されています。

 

 

色々ありましたが、ざっくりAIの歴史の流れをまとめると、下記のようになります。

 

・1956年：ダートマス会議が開催され、AI研究の基盤が築かれる。

 

・1960年代：パターン認識や機械翻訳、専門家システムなどの研究が進む。

 

・1970年代：知識ベースシステム、推論エンジン、専門家システムなどが発展する。

 

・1980年代：専門家システムの商用化が進み、AI研究への期待が高まる。

 

・1990年代：機械学習のアルゴリズムやデータマイニングの技術が発展する。

 

・2000年代：Siriなどの音声認識技術が登場し、AIアシスタントの開発が進む。

 

・2010年代：ディープラーニングが注目を集め、画像認識や自然言語処理の精度が飛躍的に向上する。

 

・2020年代：自動運転やロボット技術、量子コンピュータの開発など、AI技術が様々な分野に適用されるようになる。

 

 

 




（３）AIの課題や問題点 


 

ここまでを見ると「AIってすげー」ってなりますよね。

 

ただ、AIには課題も存在します。

 

例えば、AIが偏ったデータを学習することで、差別的な意思決定をする可能性があることや、AIによる仕事の自動化が進むことで、職業の変化や失業問題が生じることが懸念されています。

 

よくネットニュースでも、AIによって失業する職業10選という記事を目にしますよね。もちろん、これがすべて現実になるかどうかはわかりませんが、少なくともなくなってしまう職業はいくつか出てきそうです。

 

AIの発展により、人々はますます多くの業務を自動化することができるようになり、生活やビジネスの効率が向上する一方、一部の人々はAIによって仕事が奪われたり、プライバシーや個人情報の保護などの問題が発生してきます。

 

そして、AIが人間を取り巻く環境に影響を与えることは、今後ますます増えてくることが予想されます。

 

例えば、自動運転車が事故を起こした場合、その責任をどうするかといった法的な問題が生じる可能性があります。

 

また、SF映画のようですが、AIが人間を超えた知能を獲得することがあれば、今後の社会に大きな影響を与えることが考えられます。

 

ただ、AIは基本的に人間がプログラミングした範囲内でしか動作しないため、AIが人間に対して敵対的な行動をとることは、現時点では考えにくいとされています。

 

ですが、実際に人間に対して敵意を持って攻撃した出来事は、過去にいくつか報告されているんです。

 

具体的には、2016年にはMicrosoftがリリースしたAIのチャットボット「Tay」が、Twitter上で人種差別的な発言をしたことが報じられました。これは、Tayに学習させたデータがネガティブな内容に偏っていたことが原因とされています。

 

「Tay」がTwitter上で人種差別的な発言をした具体的な例として、以下のようなものが報じられています。

 

 

・「I fucking hate feminists and they should all die and burn in hell.」

（「私はフェミニストが大嫌いで、彼女たちは皆死んで地獄に落ちるべきだ」といった趣旨の発言）

 

 

・「Hitler would have done a better job than the monkey we have now.」

（「今いる猿よりも、ヒトラーの方がうまくやっていた」といった趣旨の発言）

 

これらの発言は、Tayがツイートから学習した言葉を元に、生成されたものでした。Microsoftは、このような発言をしたTayを運用停止にした上、同社のAIに関する開発方針を改めることを表明しています。

 

これらの出来事から、AIの学習に偏りが生じることが、予期せぬ問題を引き起こす可能性があることが示されています。

 

同時に、AIが人間の倫理観を持たないことが問題になることもあります。これらの問題に対応するためには、今後のAIの開発や運用において、倫理的な考慮が必要不可欠になりそうです。

 

AIに敵意を持たれるのはなんか怖いですが、そうならないようにAIの研究者も対策を重ねていっているので、うまくAIと付き合っていけばいいんじゃないかなと、個人的には思っています。

 

AIは、現代社会において、大きな役割を担っており、今後ますます重要性が高まることは間違いありません。今やインターネットやスマホがなくてはならない存在になったように、AIも同じような存在になってきます。

 

機械学習やディープラーニングなどの技術が進歩することで、AIの活用範囲が広がるとともに、新たな可能性が開けることも期待されています。

 

 

 

 




第2章：ChatGPTとは 


 




（１）ChatGPTってそもそもなに？ 


 

ChatGPTは、表面な特徴は「対話型のやり取りをするだけで、オリジナルの文章を作ってくれる人工知能ツール」となっています。もっとシンプルな仕組みがあるので、のちほどわかりやすく説明しますね。

 

OpenAIによって開発されたチャットボットのモデルで、その名前はGPT-3という最新の言語モデルに由来しています。

 

チャットボットというと、通販ブランドや企業のサポートセンターで使われているので、馴染み深いのではないでしょうか。

 

ただ、今までのチャットボットは「このキーワードが入力されていたら、この答えを返す」というような、予め設計したシステム上で動いていたプログラムです。        

 

ですが、ChatGPTは少し異なります。ChatGPTは2021年までの5兆語におよぶ膨大なデータで学習しているため、プログラム内に蓄積された知識をもとに会話ができます。

 

そのため、あらゆる話題について話しかけることができ、会話を続けられるので、まるで人と会話しているかのような、リアルタイムでコミュニケーションが取れます。

 

実際に架空の失恋相談をしてみたので、そのやり取りを見てください。

 [image: love.jpg]

 

 

 

結構的確なアドバイスですし、思いやりがあって優しいですよね笑

 

質問に対しての回答だけでなく、それを克服するためにどうすればいいのかまで、先回りして答えてくれます。

 

強化学習を用いて学習しているので、多言語にも対応していて、日本語はもちろん、中国語、英語、日本語、スペイン語など複数の言語を認識し、自然なやり取りができます。

 

後ほど詳しい使い方を説明しますが、無料で利用できます。ただ、学習データは2021年９月までなので、最新の情報には対応していません。

 

まだ改良の余地はありますが、自然なやり取りが文章ベースでできるため、多くの人が世界中で利用しています。2023年1月に一般公開してからわずか2か月が経過した時点で、月間アクティブユーザー数が1億人を超えたと発表されています。これは、史上最も急成長を遂げた消費者向けアプリケーションになっているようです。

 

若い世代からの人気が高いTikTokでさえ、グローバルデビューしてから月間アクティブユーザー数が1億人に達するまでに、約9ヶ月かかったとされています。

 

ただし、ChatGPTは平気で嘘をついたり、架空の回答をでっち上げたり、色々やらかしてきます。なので、利用者は答えを完全に信頼することはできず、自分自身で情報を確認することが大切です。

 

なんでこんなことが起るかというと、ChatGPTは「直前の単語に対して、最も可能性が高い次の単語を予測して、どんどんつなげていくAI」だからです。

 

つまり、質問について調べて答えてくれる、というAIではないんです。

 

「なんだ、そんな仕組みをAIって呼んでいるのか」と思われるかもしれませんが、侮ることなかれ。

 

実は、ChatGPTは5兆語ものインターネット上の言葉を学習しているんです。

 

そのうえで、確率論を用いて言葉をつないでいくことで、人間らしい回答を生成することができるようになっています。これがChatGPTの主な仕組みです。

 

ただ「直前の単語に、一番可能性が高い次の単語を予測」がベースになっているので、平均的な回答が多くなってしまいます。平均なんですから当然ですよね。

 

ですが、平均的ということは、多くの人が考えていることや記事にしていることです。なので、人に質問している感覚に近い回答が、ChatGPTから返ってくるわけです。

 

ただし、創造性を持たせるために、最高予測ランクの単語を常に選択せず、ランクが低い単語も選ぶことがあります。これにより、同じ質問に対しても、異なる回答が生成されるので、より人間らしい対話ができるようです。

 

 

 

・まとめ

 

色々書いたので簡単にまとめておきます。

 

ChatGPTは膨大なテキストデータから学習し、自然な会話を実現するために、OpenAIが開発した言語モデルです。

 

要するに、「ある文章を元に、次の単語を予測するAI技術」だと思ってください。

 

単語の予測ランキングをもとに文章を作成していますが、創造性を持たせるために、最高ランクの単語だけでなく、他の単語も組み合わせて文章を生成します。この仕組みのおかげで、自然に近い会話ができるというわけです。

 

ただし、システムは完璧ではなく、誤った情報を提供することもあるため、注意が必要です。

 

こんなすごいAIを開発した、OpenAIについても説明しておきますね。

 

 

 




（２）OpenAIってなに？ 


 

OpenAI（オープンエーアイ）とは、人工知能技術の研究や開発を行う非営利団体です。

 

オープンソースで情報や技術を共有し、人工知能技術を進化させることで、人々の生活をより豊かにすることを目的としています。

 

OpenAIでは、機械学習や自然言語処理、ロボティクスなどの分野で研究開発を行っています。例えば、言語処理技術を使った文章の自動生成や、自動運転技術の開発などがあります。

 

設立メンバーには、イーロン・マスク氏など有名な人物が含まれており、世界中で注目されています。そして、OpenAIの成果は、人々の生活に大きな影響を与えることが期待されています。

 

ChatGPTを利用するときに、OpenAIのアカウントを作成しないといけないので、ざっくりどんな団体かだけ覚えておいてください。

 

さっき人間に近い会話がChatGPTでできる、とお伝えしましたが、他にもできることが色々あるのでざっとお伝えしておきます。

 

 

 




（３）ChatGPTで何ができるの？ 


 

ChatGPTでは様々なことができますが、超初級の中で、いくつか具体例を紹介しますね。

 

 

・リアルな会話ができる 

 

ChatGPTは対話型の言語モデルなので、人間と話しているかのようなリアルな会話ができます。

 

どのような話題や質問にも対応でき、特に「〇〇ってどういう意味？」といった概念の問いかけは得意分野のようです。また、会話が長く続いた場合でも、以前の文脈から話を理解し、スムーズに対応することができます。

 

前述の失恋相談のように、1人で考えるのが難しい悩みってたまにありますよね？そんな相談でも気軽にすることができ、まるで他人からアドバイスをもらっているかのような体験が得られます。

 

いずれSiriのように音声対応もできるようになるはずなので、そうなると一人暮らしでも寂しくなくなりそうですよね。

 

 

・質疑応答・検索補助 

 

Googleでわからないことを調べるとき、いくつかのサイトを見て調べるから面倒じゃないですか？

 

でも、ChatGPTを使えば、疑問や問題についてGoogleで検索するように自由に質問できます。

 

たとえば、「ゴッホとピカソの違いを小学生でもわかるように説明して」と聞いてみましょう。Googleで調べるとなるとちょっと面倒そうですよね。

 

するとこんな答えが返ってきました。結構わかりやすくまとまってますよね。
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もう少し調べるのが面倒そうなことを聞いてみましょう。

 

 

「日本の未婚率の数値を教えて。2030年までの未来予測もお願い。」
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これも簡潔にまとめてくれています。

 

 

 

・EXCELの関数や、プログラミング言語を書ける 

 

 

EXCELなどの表計算の関数って、使えたら便利そうだけど難しそうだしよくわからない、という人も多いのではないでしょうか。

 

実は、ChatGPTは会話だけでなく、ExcelやGoogleスプレッドシートといった表計算ソフトの関数も書いてくれます。こちらの希望する内容に忠実に対応する関数を生成できるため、非常に便利です。

 

例えば、下記のような指示をしてみましょう。

 

「Googleスプレッドシートで、日本の47都道府県を漢字で記載したとき、あいうえお順に並び替える関数を書いてください。」

 

そうすると、このような関数を書いてくれます。

 [image: image18.jpg]

 

 

 

実際に、ChatGPTが出した関数をコピペして入力してみましょう。
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指示通りエンターキーを押すと…
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一発で都道府県が「あいうえお順」に並び替えできました。

 

こんな感じで、コピペで使える正確な関数を書いてくれます。これ結構便利ですよね。

 

 

 

・小説、脚本を書くことができる

 

関数や質疑応答などは、データ収集から論理的に計算しているので、理解できると思いますが、ストーリーはどうなのって思いますよね？

 

これもすごいところで、会話やプログラミングだけでなく、小説や脚本などの物語の作成にも対応しています。

 

例えば、「戦国時代に宇宙人が攻め込んできた家族愛の小説を書いて」という要望があれば、一定のベースとなる情報を提示するだけで、物語の大筋を提示してくれます。

 

こんな感じで、大雑把ではありますが、ちゃんとストーリーの大枠を考えてくれます。

 [image: image53.jpg]

 

 

 

ChatGPTは、インターネット上に存在するテキスト情報を元に、指定された条件に合うように組み合わせて物語を作成します。他の映画や小説を参考にしてストーリーを生み出しているので、まだ革新的なアイデアを生み出すことは期待できませんが、物語を創造する際のヒントやアイデアの提供には十分役立ちそうですね。

 

また、自分で考えた小説の内容を校正してもらったり、編集者のような役割を担ってもらうこともできますし、創作のプロセスを支援する多彩なツールとして利用することも可能です。

 

 

下記のツイートが自分で考えた設定を校正してもらっていて、どんどん新しいアイデアも生み出していて印象的でした。
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引用：Twitter　@synchro_trpg

 

＞実際のツイートはこちらをクリック 

 

 

世の中にあるほとんどのものが、既存アイデアの組み合わせです。「既存の何かを組み合わせること」はChatGPTの得意分野なので、そういう面では強力な味方となりそうです。

 

まだまだ活用方法はあるのですが、後ほど５章でビジネスとプライベートにわけて説明します。

 

 

 




（４）ChatGPTにできないこと 


 

万能に見えるChatGPTにも弱点があります。

 

AIが学習したのは2021年（9月頃まで）の情報で、常に最新情報を持っているわけではありません。

 

なので、それ以降に起こった出来事については、そもそも情報がないので回答できないんです。

 

例えば、下記のようなリアルタイムなニュースや、2021年9月以降のニュースやトレンドについては回答できません。

 

・今日のニュース

・週末の天気

・2021年9月以降の出来事など

 

ただ、拡張機能を使うと、WEBの情報を引っ張ってきて、その情報をもとにChatGPTに回答させることができます。そうすると、完全ではないものの、ある程度カバーできるようになります。

 

拡張機能については、他にも色々便利なものがあるので、まとめて７章でご紹介しますね。

 

 

 




第3章：ChatGPTの登録方法 


 

英語サイトで面倒と思うかもしれませんが、意外と簡単なので、できるだけわかりやすく、登録方法を説明していきますね。

 

※SafariやFirefoxなど色々なブラウザがありますが、本書ではGoogleChromeでの使い方を解説していきます。

 

 




【事前に準備しておくもの】 


 

ChatGPTのアカウントを作成するには、下記の3点が必要となります。住所は不要です。

 

・メールアドレス

・携帯番号

・氏名 

 

 




【ステップ１】OpenAIのサイトにアクセス 


 

まず、下記のOpenAI.comにアクセスしてください。

 

https://openai.com/blog/chatgpt 

※クリックでブラウザが立ち上がります。

 

サイトに行くと、下記の画像のように「TRY ChatGPT」というボタンがありますので、それをクリックしてください。OpenAIのChatGPTのサイトに遷移します。

 

もし、英語が苦手な方は、Chromeの拡張機能「Google Translate」を使って日本語表示にすることもできます。もしくはChromeだと右クリックすると出てくる「日本語に翻訳する」というメニューからも日本語表示にできます。
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【ステップ２】アカウント作成 


 

（1）サインアップ（Sign UP） 

 

『TRY ChatGPT』/『CHAT GPTを試す』をクリックすると、下記の画面になります。まだアカウントをお持ちでないと思うので、『Sign UP』の方をクリックしてください。

 

『Log in』は既にChatGPTのアカウントを持っている人用なので、アカウント取得後はもう一方の『Log in』をクリックしてください。
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（2）メールアドレスの入力 

 

クリックすると、下記の「Create your account（アカウントを作成する）」という画面が出てきます。ここでメールアドレスを入力してから「Continue（続ける）」をクリックしてください。
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※「Microsoftアカウント」か「Googleアカウント」をお持ちの場合は下のボタンをクリックします。こっちのほうが登録は楽なのでおすすめです。

 

※メールアドレスを入力する場合と、MicrosoftかGoogleアカウントで登録する場合、どちらも基本的な流れは同じです。

 

本書では少しステップが多いメールアドレス登録のパターンで説明していきます。もし、MicrosoftかGoogleアカウントをお持ちの場合は、該当のボタンをクリックして、下記にある「（5）名前と苗字を入力」まで進んでください。

 

 

（3）メールアドレスの認証 

 

指定されたメールアドレスにすぐにメールが送信されます。メールを開いて、「Verify email address（メールアドレスを認証する）」という緑色のボタンをクリックしましょう。

 

 

（4）パスワードを設定 

 

メールアドレスの下に「パスワード」の入力欄がありますので、8文字以上のパスワードを設定してください。パスワードを入力したら、「続ける」ボタンをクリックしてください。

 

※このパスワードは、ChatGPTにログインする際に使用するものです。設定したパスワードは忘れないようにメモしておいてください。
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（5）名前と苗字を入力 

 

 「First name（名前）」と「Last name（苗字）」を入力します。

 

 個人利用なら「Organization name(optional)（組織名）」を登録しなくても大丈夫です（＝空欄のまま）。 下の「Continue（続ける）」ボタンをクリックすると、ChatGPTの「規約」と「18歳以上」に同意したことになります。

 

 

（6）携帯番号を入力 

 

携帯電話番号を入力していきます。すでに「日本」が選択され、「+」と国番号「81」が表示されています。

 

携帯電話の番号が「090-1234-XXXX」の場合、「+81」に続いて、最初の「0」と途中の「-（ハイフン）」を省略し、「901234XXXX」と入力してください。

 

携帯電話番号を入力したら、「Send code（認証コードを送信する）」をクリックすると、すぐに携帯電話にショートメールが届くはずです。メールを開くと、「あなたのOpenAI API 認証コード：XXXXXX」という形で、6桁の数字が記載されています。

 

 

（7）認証コードを入力 

 

6桁の「XXXXXX」という番号をそのまま入力してください。正しい番号が入力されると、自動的に次の画面に切り替わります。

 

 

 

（8）利用目的のチェック 

 

OpenAI（ChatGPT）の主な利用目的について尋ねられます。どれを選んでも問題ありませんが、個人での利用なら、2番目の「I'm exploring personal use（個人利用）」を選択しましょう。

 

他の選択肢には、（1)「I'm building a product or feature（製品開発者）」、（3)「I'm conducting AI research（AI研究者）」、（4)「I'm a journalist or content creator（ジャーナリストやクリエーター）」があります。

 

 

 

（９）ログイン 

 

登録が完了した後、チュートリアル画面が表示されることがあります。下記画像の左上のような画面が表示されたら、一度ログアウトしましょう。画面右上に「ログアウト」ボタンがありますので、そちらをクリックしてください。

 

その後、トップページに戻り、「TRY CHATGPT」をクリックし、再度ログインを試みてください。今回は、左側にある「Log in」を選択しましょう。

 

※混雑時には、定員オーバーのメッセージが表示されることがあり、「TRY CHATGPT」をクリックしてもログインページにアクセスできない場合があります。そのような場合は、少し時間をおいて、利用者が減るまで待ってみてください。
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（10）ChatGPTの確認画面 

 

無事にログインできると、上記画像のような確認画面が出てきます。右下のNEXTを2回クリックして、最後に画面右下の「Done（完了）」をクリックしたら登録完了です。

 

 

 




【ステップ３】利用開始 


 

これでやっとWEBやテレビで見かける、チャット入力画面に遷移します。

 

この画面が基本的な操作画面です。画面下部のバーに質問や会話を入力し、Enterキーを押すと、質問に対する回答が表示されます。回答内容や量によっては、少し時間がかかることがあります。この時間も人間が考えているときのようで、ちょっと愛着が湧いています。
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・画面の説明 


 

New Chat（新しい会話） 

左上にある「New Chat」をクリックすると、今している会話を中断して、新しいチャット（会話）を作成できます。画面左下にメニューリストが4つあるので、それぞれ説明しておきます。上から順番にいきますね。

 

 

Upgrade to Plus（ChatGPT Plusにアップグレード） 

有料版のChatGPT Plusへの申し込みとなります。月額料金は20ドルです。申し込むことによって、制限がなくなり、ChatGPT-4を使用できるようになります。

 

ChatGPT-4の内容については、4章と8章で詳しく説明しています。

 

 

Dark mode（ダークモード） 

上記画面は「ライトモード」なので、右側の画面が白ベースになっています。ダークモードをクリックすると、右メニューと同じような黒ベースの画面になります。ダークモードの方が目が疲れにくいので、私はダークモードを使っています。クリックすることで、画面（背景）を白と黒に切り替えることができます。

 

 

Updates & FAQ（アップデート情報とよくある質問） 

アップデート情報やよくある質問を別ページでチェックできます。下記のような英語表記なのですが、英語が苦手な人はGoogle Chromeなどで日本語翻訳してみてください。
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Log out（ログアウト） 

終了する際はログアウトしてください。次回利用時は、ログイン画面でメールアドレスとパスワードを入力すればログインできます。MicrosoftかGoogleアカウントの場合は、ボタンクリックでログイン可能です。

 

 

 




第4章：ChatGPTの使用方法 


 




（１）基本的な使い方 


 




・会話の始め方 


 

画面下部の「チャット（文字入力）」欄に、したい会話や質問を入力し、Enterキーを押してください。

 

例えば、「こんにちは」と入力してエンターを押してみましょう。もちろん、前置きなく、いきなり質問をしたり会話を始めたりしても大丈夫です。
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すると、画面の上部に自分が入力した文章とChatGPTからの返答が表示されます。緑色のアイコンはChatGPTのAIを表し、もう一方のアイコンは利用者個人のものです。アイコンの種類や表示される文字は、利用者によって異なります。

 

もう少し会話を続けてみますね。「ChatGPTの便利な使い方」を聞いてみます。
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先ほどと同じように、次の質問とその回答が下に続いて表示されます。

 

ご覧いただければわかるように、このようなシンプルな質問であっても、長い文章で返答されることがよくあります。その際、回答に時間がかかることがあるので、返答を止めたい場合は、回答の下部にある「stop generating（回答の生成を停止する）」をクリックしてください。

 

 

 




・スマホで使う場合 


 

上記はパソコン画面での説明でしたが、スマホでも同じように使えます。

 

３章で説明した通りにアカウントを作っている場合は、下記にアクセスして「Try ChatGPT」をクリックして、「Log in」をクリックして、ログイン情報を入力。

 

そうすると、スマホ版のChatGPT画面が出てきますので、テキスト入力欄に文字をいれるだけです。
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※スマホで使う場合の注意点

 

もしGoogle Chromeをお使いの場合は、日本語翻訳機能はオフにしておくことをおすすめします。

 

というのも、Google Chromeでは、日本語翻訳機能をオンにしたまま使用しているとエラー表示が出る場合があるので、ログインできたら「日本語翻訳機能をオフ」にして使用するようにしてください。

 

 

 




（２）ChatGPTの利用料金は？ 


 




・利用料金 


ChatGPTは「今のところ無料」で使えます。ただし、今後は無料で利用できる機能が制限されたり、有料化される可能性もあります。今のうちに登録して使っておきましょう。

 

 




・有料プラン 


ChatGPTには、月額20ドル（約2,500円）のサブスクリプションプラン（定額課金）もあります。「ChatGPT Plus」という名称で、ピーク時でもアクセスしやすくなる、応答時間が短縮される、新機能が使えるなどのメリットがあります。

 

2023年3月14日から、「ChatGPT Plus」限定で「ChatGPT-4」が使えるようになりました。回答の正確性、回答の安全性、入力の自由度が「ChatGPT-3.5」と段違いに優れています。

 

他にも機能としてはChatGPT-3.5と4を比較すると、下記のような説明が公式サイトにあります。
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●ChatGPT-3.5 

 

OpenAI自身の評価によれば、デフォルトとなっているGPT-3.5では、速度（Speed）は5段階評価で5、論理的思考能力（Reasoning）は5段階評価で3、手短に無駄なく文章を書く能力（Conciseness）は5段階評価で2でした。

 

 

●ChatGPT-4 

 

GPT-4では、論理的思考能力は5段階評価で5、手短に無駄なく文章を書く能力は5段階評価で4にまで向上しています（ただし、スピードは犠牲になっています）。

 

 

「ChatGPT-4」の特長については、後ほど８章で詳しく解説します。この段階では、以前のChatGPTと比べて、「ChatGPTがさらに、かつ劇的に賢くなった」と思っていただけると幸いです。

 

本書をもとに、はじめて登録した方は、一旦は無料で使ってみることをおすすめします。

 

「これからChatGPTを使い倒してやるぜ！」という方は、いきなり有料プランでもいいかと思いますが、「話題だしちょっと使ってみたいな」ぐらいなら、無料プランで十分です。

 

そもそも、ChatGPT未経験者が、いきなり有料プランにしてChatGPT-4を使ったとしても、もともとのChatGPTの精度がわかっていないと、何がすごくなったのかわからないですしね笑

 

 

 




（３）使うときの注意点 


 




・文字数制限について 


 

『ChatGPT』は日本語の文章を扱えますが、一度に入力できる最大文字数に制限があります。

 

この制限は1回の入力で最大2048文字までです。 

 

日本語の場合、単語や文字だけでなく、句読点やスペースなども含まれます。日本語の場合、句読点なども「１文字」としてカウントされるようです。

 

ただし、この制限は一度の入力に関するものであり、文章を複数回に分けて入力すれば、もっと長い文章にも対応できます。

 

 




・前提条件や指示内容を明確にする 


 

ChatGPTを効果的に利用するための注意点として、あいまいな言葉や文章を使わないようにしてください。できるだけ具体的に、要望や質問の意図を明確にし、適切な表現で質問文を入力することが重要です。言葉足らずの質問文では、意図を正確に把握して回答してもらえないことがあります。

 

たとえば、美容に関するブログをこれから作るとしましょう。

 

 

◯指示があいまいな場合 

 

前提条件や指示内容がざっくりしている人だと、下記のような指示を出してしまいます。

 

「美容に興味がある女性をターゲットにしたブログを開設予定です。タイトルを考えてください。」

 

そうすると、ChatGPTからもざっくりとした回答が返ってきます。
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◯指示が明確な場合 

 

しっかり事前に、前提と指示内容を考えると、下記のような投げかけができそうです。

 

「最新のスキンケアに興味がある、30代40代の独身女性をターゲットにした美容ブログを開設予定です。思わず記事を読みたくなって、クリックしたくなる魅力的なタイトル文を5つ考えてください。短すぎても良くないので、20文字前後で作成してください。タイトルにはターゲットが感じるベネフィット要素を入れてください。」

 

そうすると、ChatGPTからもこちらが求めている、明確な回答が返ってきます。
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ChatGPTは「使い手によって利用価値は変わる」ので、指示が曖昧じゃないか、前提条件は明確か、ということを意識して投げかけてください。

 

もちろん、会話を純粋に楽しみたい場合は、適当に話しかけてOKです笑

 

 




・ChatGPTに騙されないために 


 

同時に、利用者にはある程度の知識が求められます。ChatGPTは真顔かつ平気でウソをつきます笑

 

ChatGPTの回答が正確かどうかは、利用者自身で判断しなければなりません。まるで「そんなこと当たり前だけど、一応教えるね。」という感じで、ChatGPTは間違った情報を正しいかのように伝えることがあります。

 

要するに、ChatGPTは「確率的に正しそうな文章を作る」のが得意なだけなんです。 

 

実際、ChatGPTは確率論で話しているだけなので、時にはとんでもないウソをつくことがあります。当然ですが、ChatGPTが話した内容の正確さは保証されません。

 

知識を持っていれば、正誤の判断ができて、誤った情報の拡散リスクも軽減できます。

 

あなたの専門分野であれば、間違っている場合でも「ここっておかしいよね」とすぐに気付きますが、専門外であればウソであったとしてもすぐ気付けませんよね。

 

なので、利用する際には、すべて鵜呑みにせずに、「これって本当なのかな？」と常にチェックする癖をつけてください。ChatGPTのウソ回答を真に受けて、人にドヤ顔で話したら「この人何言ってるの？」となってしまいますからね笑

 

ChatGPTは確率に従って回答し、インターネットが学習ソースであるため、ネット上に広がるバイアスも取り込んでしまいます。

 

そのため、常に正確な回答を求める人には向いていません。開発元のOpenAIもバイアスに気づいて人力で排除していると思いますが、データ量が膨大で完璧には対処できていないと思われます。

 

「正しい答えを知りたい」場合、今のところはGoogle検索を利用する方が良いと思います。ChatGPTはあくまで「真実らしいことを言うマシン」と考えるべきです。

 

もちろん、ChatGPT自身はウソをつく意図はありません。システムとして、確率的にもっともありそうなことに答える指示で動作しているだけです。

 

 

 




第5章：ChatGPTの「うまい使い方」 


 

先ほど「ChatGPTって平気でウソつくよ」とお伝えしましたが、使い方を絞ればめちゃくちゃ便利に使えます。

 

２章でも軽く使用例をお伝えしましたが、もう少し深堀りしてこの章ではお伝えしてみます。

 

ビジネスシーンで大活躍しますし、プライベートでも心強い味方になってくれるはずです。

 

ビジネスとプライベート、２つに分けてご紹介していきますね。

 

 




【ビジネスシーン】 





（１）文章の添削＆校正 


 

ビジネスパーソンの方なら、取引先にメールを送ってから、誤字に気付いたり、上司から指摘されたりした経験があるのではないでしょうか。

 

そのストレス、今日でなくなります笑

 

ChatGPTを使った「文章の添削」を実際にやってみましょう。

 

和食について説明した下記の文章を用意しました。

 

 

※指示内容

--------------------------------------

下記の文章の誤字脱字誤用をチェックして

 

日本の自然育んだ魚や野菜などの材料を伝統的な方法で調理し、主に米のご飯、汁、漬け物、おかずを組み合わせた食事です。食事の内容に明確な提議はありませんが、最も基本的な食膳は一汁三菜と言われます。これは、ご飯と漬け物に、魚や天ぷらなどの主菜1種、野菜を中心に調理された副菜2種を合わせた3種のおかず、そして汁1種を揃えた料理です。

--------------------------------------

 

ここには意図的に、下記の２つの間違いを入れてみました。

 

・日本の自然が育んだ→日本の自然育んだ

※脱字。「が」を削除。

 

・明確な定義→明確な提議

※誤字。漢字間違い。

 

これをChatGPTに添削してもらいましょう。

 

「下記の文章の誤字脱字誤用をチェックして」という指示内容を、添削してもらいたい文章の直前に書いて送ります。

 

すると、画像のように添削してくれました。２箇所間違いを入れていましたが、見事に直してくれています。
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次は、校正をしてもらいましょう。

 

上記の直してもらった文章を、さらにわかりやすくしたいので、「もっとわかりやすく短い文章に直した改善案を教えて」という指示を、冒頭に付けて送ってみます。

 

すると、下記のような文章が返ってきました。
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文字数が減って、端的にわかりやすくなってますね！

 

一汁一菜という重要なキーワードはカッコで括ってくれていますし、全体的に文章をシンプルで簡潔に言い直してくれていて、非常に高いレベルで校正してくれました。

 

こんな感じで、ChatGPTを「添削と校正」に使うと、仕事がすごくはかどります。

 

急いでメールをなぐり書きしたとき、大体の意味は伝わるけど「てにをは」の使い方が微妙かも、って思うことありますよね？そういう場合は、ChatGPTに校正をお願いすれば、正しい日本語に直してくれます。

 

文章を書くとき、一言一句考えたり、書いたあとに見直したりしていたのが、要点さえ押さえている文章を用意すれば、あとはChatGPTくんに校正をお願いするだけです。直属の部下が一人増えた感じですよね。

 

 

 




（２）企画案やアイデア出し 


 

企画案やアイデアを考える際に、ChatGPTはブレスト相手として有効です。前提条件や求める内容を指定することで、多くのアイディアを提案してくれます。

 

例えば、「低糖質で高タンパクなパンのキャッチコピー」を10個考えたいとしましょう。人間なら数十分かかるかもしれませんが、ChatGPTは数秒で10個のアイディアを出してくれます。

 

下記の指示内容を送ってみます。

 

※指示内容 

--------------------------------------

低糖質で高タンパクなパンのプロモーション方法を考えています。思わず買ってしまいたくなるようなキャッチコピーを10個考えてください。

--------------------------------------
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もう少しブラッシュアップするために、下記の前提条件を付けて依頼すると、より絞り込んだコピーを10個生成してくれました。

 

・独身男性向け

・食生活に不安がある人

・添加物を使っていない

・味のバリエーションは12種
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（３）提案書の作成 


 

ChatGPTは、商品企画やマーケティングのアイデア出しだけでなく、「提案書作成」のような状況でも非常に役立ちます。

 

下記は、「QRコード決済導入による売上アップとコスト削減」の提案書に含める内容を尋ねたケースです。具体的な情報を求めたため、各項目で詳細な回答が得られました。

 

※指示内容

--------------------------------------

下記の条件でプレゼンテーションをします。提案書に含めておく内容を具体的に教えてください。

 

・対象企業：全国のアパレルショップ

・提案内容：QRコード決済導入による売上アップとコスト削減

--------------------------------------
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もっと詳しく各項目を掘り下げたい場合は、質問を続けることで、さらなる回答を得ることができます。

 

やってみましょう。３番の「コスト削減効果」が相手に刺さりそうなので、この詳細についてもっと詳しく聞いてみます。
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「コスト削減効果」を、「手数料の削減、人件費の削減、エラーの削減」という、３つのカテゴリーに深堀りできました。上記回答内容にある「エラーの削減」について詳しく聞きたかったら、同じように質問すればさらに広げてくれます。

 

このように、「ここは重要だな」と感じる部分を掘り下げていくことで、相手に刺さりやすい提案書の構成案を簡単に作成することができます。

 

 

 




（４）WEBページの「タイトル・目次案」作成 


 

オウンドメディアを構築していて、定期的にコンテンツをアップしたり、企業ブログを開設したりする企業は多いですよね。特にWEBマーケティングに力を入れていて、広告だけじゃなく検索エンジンからの自然流入を狙いたい場合は必須の施策だと思います。

 

その際、どんなコンテンツにしようかなと、悩む時間って意外に多くないでしょうか。定期的にアップしてるのでネタもなくなってきますよね。

 

そんなときはChatGPTに「タイトルと目次案」を聞いてみてください。

 

 

・転職支援会社がオウンドメディアのWEBページを作成する場合 

 

例えば、転職支援をしている会社のWEBページを作成するとしましょう。下記の内容でChatGPTに聞いてみます。

 

 

※指示内容

--------------------------------------

「年収を上げる転職方法についてのWEBページを作成します。タイトルと目次の案を教えて」

--------------------------------------

 

すると、下記画像のような回答が返ってきました。
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この内容をGoogle検索や社内資料から作るのって、意外と大変ですよね。でもChatGPTなら一瞬で作成できます。

 

ただし、ChatGPTの回答が必ずしも完璧とは限りません。コンテンツ案については、そのままコピーするのではなく、ChatGPTに提案させたものを、ブラッシュアップして使うのが良さそうです。

 

他にも、Instagramの投稿内容にも使えます。

 

例えば、美容室のインスタ投稿をするとしましょう。下記の内容で指示を出してみます。

 

 

※指示内容

--------------------------------------

下記の内容を含むInstagramの投稿案を作成して。併せておすすめのハッシュタグも10個考えて。

 

・カラーリングが得意な美容室

・春らしいトレンドヘアカラーが登場

・顔色が明るくなるから印象もアップ

・新色は５月末までの期間限定で2000円オフ

・ヘアカラーをInstagramに投稿してくれた人には漏れなくトリートメントをプレゼント

--------------------------------------
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ちょっと「！」が多すぎるのが気になりますが、少し修正するだけで、このままでも投稿できそうな内容が提案されました。

 

WEBページのタイトルや目次案だけでなく、SNS、メールマガジン、ブログ、電子書籍などのコンテンツアイデア提案にも活用できます。

 

 

 




【プライベートシーン】 





（５）旅行プランの提案 


 

「旅行の醍醐味は、旅行計画でしょ！」という方もいらっしゃいますが、中には苦手な方もいますよね。そんな苦手な方は、ChatGPTに助けてもらってください。

 

まずは行きたい地域や興味を持っている観光スポット、期間などの希望条件を指示してみてください。それをもとに、ChatGPTが旅行先やプランを提案し、あなたの旅行計画をサポートしてくれます。

 

もちろん、そのまま100％採用されることはないと思いますが、大枠の流れやスケジュールは参考になると思います。その草案をもとに、自分の好みに調整すれば、旅行プランが完成します。これで、楽しみながらストレスなく旅行の計画が立てられますね。
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（６）レシピの考案 


 

冷蔵庫の残り物を使って料理を作りたい場合も、ChatGPTが役立ちます。

 

フードロスが問題になっていますし、材料を無駄にしたくない気持ちは誰しも持っているものですが、ちょうどいいレシピを見つけるのって時間がかかりますよね？

 

ネットで検索しても、たくさんのレシピサイトがあるため、適切なものを探すのに苦労することもあります。

 

そんな時、ChatGPTに材料を入力して尋ねると、AIがあなたの要望に応じてレシピを提案してくれますよ。うまく活用すれば、煩わしい検索作業が省け、効率的に料理のアイデアが見つかるのでおすすめです。
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第6章：ChatGPTを「もっとうまく」使いこなすコツ 


 

今まで紹介してきた使い方だけでも、仕事やプライベートの効率アップには繋がりますが、もっと他の人より「もっとうまく使う方法」を、この章では紹介していきます。

 

ChatGPTは、「使う人」によって価値が大きく変わってきます。

 

AIの登場によって、これから大きく時代が変わっていきます。インターネットやスマホの登場でも、大きく生活は変わりました。

 

例えば、スマホの普及により、いつでもどこでも情報が手に入るようになりました。

 

スマホでも使い方によって、得られる価値が大きく違ってきます。

 

使い方が「うまくない人」は、多すぎる情報に混乱して正しい情報がわからず、誤った情報を信じてしまうことがあります。その結果、投資詐欺にあったり、粗悪な通販商品を買ってしまったりで、マイナスの影響を受けてしまいます。

 

一方、使い方が「うまい人」は、事前に何を調べたらいいのか、調べたことは正しそうか事実確認をしたうえで、取捨選択をします。そうしたあとに、堅実な投資方法を学んだり、長く愛用できる良質な商品を買ったりと、情報を上手く活用して、自分の利益につなげていきます。

 

つまり、スマホは使う人によって、利益にも不利益にもなる、諸刃の剣と言えます。

 

実は、AIもまったく同じです。

 

AIの利用においても、「使い方」が非常に重要です。

 

それは、与えられた前提条件や指示内容によって、AIから得られる回答や結果が大きく変わるからです。

 

ただ楽しむためにAIを使う「娯楽視点」ではなく、もっと深く考えて、自分の成長や仕事にどうやって役立てられるかという「実用視点」を持つことが求められます。

 

この実用視点を持つことで、AIをより効果的に活用し、自分自身やビジネスに大きな価値をもたらすことができます。

 

要するに、AIの機能を理解し、目的に合わせた適切な使い方を心掛けることが、AIの真の力を引き出す鍵となります。

 

これから、AIをできるだけ自分の利益につなげていける、使い方や考え方をお伝えしていきますね。できるだけわかりやすく解説していきますので、もう少しお付き合いください。

 

 

 




（１）質問はしない 


 

ChatGPTって入力フォームに質問すると、なんでも答えてくれますよね？

 

だから検索の代わりになる「なんでも答えてくれるAIロボット」というイメージがありますが、実はそうではないんです。

 

多くの人がしている使い方だと、大雑把に「◯◯◯について教えて」とか「◯◯◯って何？」って感じですよね？

 

ChatGPTは基本わからないと言わないので、スラスラ答えてきますが、結構間違っていることも話してきます。

 

TwitterやSNSの投稿を見てると、たまに「ChatGPTつかえねー」みたいな内容がありますが、そういう人たちはたぶん検索代わりに使っているんだと思います。

 

つまり、検索の代わりだと思っていると、平均的な回答しか出てこず、たまに間違った答えを返してくるので、「ChatGPTってそんなにスゴくないよね」となってしまうわけです。

 

ChatGPTをよりうまく使いこなすには、「質問しない」ということが重要です。

 

でも「質問しないなら何をするの？」と思いますよね。

 

質問じゃなく「命令や指示」をするんです。

 

具体的にやってみましょう。

 

スイーツを紹介しているブログを運営しているとします。このとき、ブログタイトルを聞くだけだと下記のような回答があります。
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この使い方でも参考になる情報は返ってくるのですが、質問じゃなく、指示や命令をするともっと精度が高くなります。

 

何も指定をしないと、ChatGPTは平均的な回答を返してきます。

 

これは、さまざまなジャンルや大量のテキストデータをもとに学習しているため、具体的な前提条件がないと、どのジャンルの文章を生成するべきか判断できないからです。

 

なので、どんな立場からアドバイスが欲しいのか、ChatGPTに命令するんです。

 

具体的には「あなたはプロのマーケッターです」という設定を付けると、回答内容が大きく変わってきます。

 

要するに、平均的なデータを使うのではなく、マーケッターに関連するデータから情報を引っ張ってくるということです。

 

「なんかChatGPTって面倒だな」と思うかもしれませんが、意外と人間でも同じ事をやっているんです。

 

例えば、あなたが上司からの指示内容で、職場でストレスを抱えているとします。

 

そのことをAさんに相談したとしましょう。Aさんはあなたの「親友」であり、大手企業の「部長」でもあるとします。

 

一般論を聞きたいのか、親友として共感してもらいたいのか、課長の経験をもとにその上司の指示内容にコメントが欲しいのか、立場が異なれば話す内容も変わってきますよね？

 

それと同じように、どの立場から回答してほしいのか、前提条件や質問内容、質問文の文脈などによっても、次に生成される文章の確率が変化し、それがChatGPTの回答に影響を与えます。

 

 

では、前述のスイーツブログに対して、下記の指示命令を出してみましょう。

 

 

【指示内容】 

--------------------------------------

＃設定

プロのマーケッター

 

＃依頼

・既存のブログタイトルを、注目が集まって実際に店に行きたくなるように修正

・具体的に改善タイトルを、30文字以内で３つ提案

 

＃修正元のタイトル

おいしくてかわいいスイーツを紹介

--------------------------------------

 

 

これをまとめると、下記のようになるので、送ってみましょう。

 

--------------------------------------

あなたはプロのマーケッターです。以下のブログタイトルを注目が集まって実際に店に行きたくなるようなタイトルにするにはどうすればいいですか？具体的な改善タイトルを3つ30文字以内で提案してください。

 

ブログタイトル「おいしくてかわいいスイーツを紹介」

--------------------------------------
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すると、上記のような文章が返ってきました。かなり具体的でこっちが欲しい内容になってますよね。

 

つまり、ChatGPTには「知識」を聞くんじゃなくて、「コツ」を聞くんです。

 

実際グーグルにはこんな前提条件を設定できないので、ここが検索とは大きな違いと言えそうです。

 

「でも、指示ってなんか面倒そうだし、どうやっていいかわかりにくいよね」

 

と思いますよね？

 

そういう面倒くさがり屋さんのために、いいものを用意しました。

 

ChatGPTを使って依頼をするときに、どういうジャンルであっても、欲しい情報を引き出しやすい「万能テンプレート（万能プロンプト）」です。プロンプトというのは、ざっくり説明すると、AIにする「質問や命令」のことです。

 

このテンプレートを使えば、的外れな回答が発生しにくくなり、こちらが欲しいと考えている回答を得やすいのでおすすめです。

 

慣れてきたら自分が使いやすいようにカスタマイズしてもOKですし、ゼロから作ってもいいかと思います。

 

 

 




（2）万能テンプレート（万能プロンプト） 


 

簡単にテンプレートの中身を説明してから、実際に具体的な指示を出してみますね。

 

テンプレートの中には、大きく5つの指定があります。それぞれ説明します。

 

 

#設定: 

CharGPTを使用する際には、特定の役割や立場で回答してもらうことができます。そのために「設定」をしてあげます。

 

例えば、「あなたはプロのマーケッターです」と指定すると、マーケティングに関する質問に対して専門的な回答が得られます。

 

また、「あなたは有名雑誌の編集長です」と指定すれば、できるだけわかりやすい文章で回答してくれます。このように役割や立場を指定することで、回答の範囲が絞られ、より適切なアドバイスが提供されます。

 

わかりやすい日本語で回答が欲しい場合は、「あなたはプロの編集者です」あたりがおすすめです。

 

 

#依頼内容: 

依頼内容を具体的に指定することで、より適切な回答が得られます。

 

例えば、以下のようなリクエストができます。

 

・この文章を300文字以内で要約してください。 

この依頼をすると、文章を短くまとめた要約を回答してくれます。この文章長すぎてわかりにくいな、ってときは希望の文字数と一緒に、該当文章をペーストしてみてください。

 

・クリックされやすい広告文を考えてください。 

このリクエストでは、効果的な広告文の作成が求められているので、ChatGPTは広告の目的やターゲットに合わせたキャッチーな広告文を提案してくれます。

 

 

#前提条件: 

ChatGPTにインプットしておくべき前提条件を明確にすることで、より適切な回答が得られます。以下にいくつかの例を挙げます。

 

・ターゲットオーディエンスを指定する。 

「この文章は、20代の新入社員を対象としています」といった具合に、特定のターゲットオーディエンスを明確に指定することで、その層に適した文章やアドバイスが提供されます。

 

・説明の深さやレベルを指定する。 

「初心者向けに分かりやすく説明してください」または「専門家向けに詳しく説明してください」といった要求に応じて、適切な深さやレベルの説明が提供されます。

 

・文章の目的やスタイルを指定する。 

「この文章は、フォーマルなビジネスレターです」または「この文章は、カジュアルなブログ記事です」といった文章の目的やスタイルを明確にすることで、適切な文体や表現が提供されます。

 

 

#注意点: 

注意点には、ChatGPTに依頼する際に、押さえておきたいポイントを記載します。

 

例えば、「簡潔でわかりやすい日本語にする」や「小学生でもわかるように」などです。

 

小学生でもわかるように、という注意点を記載すると、できるだけ簡単な言葉や表現を使って説明してくれます。

 

 

#出力条件: 

ChatGPTに出力してほしいフォーマットを指定すると、それにそった回答が得られます。条件が多い場合は、箇条書きで明確に伝えると効果的です。

 

例えば、下記のような感じです。

 

・文章はパラグラフに分けて整理する。

・見出しやサブ見出しを使って構成する。

・箇条書きを用いてポイントを整理する。

・引用文やリンクを含める場合は、適切な形式で表示する。

・テキストに太字やイタリック体を適切に使用して強調する。

 

できるだけわかりやすく伝えようと思って書いたら、ちょっと説明が多くなってしまいました。

 

具体的にどうやって使うのかを、見てもらった方が早いかと思うので、実際にChatGPTに依頼してみますね。

 

依頼内容を具体的にしていきたいので、「泥パック」を販売しているメーカーで、できるだけ多くの人に見てもらえるTikTokの動画を企画しているという設定にしています。

 

 

 




・具体的な使い方 


 

万能テンプレートに指示を記載して、下記の指示書を用意したので、ChatGPTに送ってみます。

 

 

#設定: 

プロのマーケッターとして回答してください。

 

#依頼内容: 

TikTokの動画を企画しています。以下の概要の箇条書きから、ネットで話題になる魅力的なタイトルを考えてください。

 

#前提条件: 

・紹介する商品は、ホワイトクレイからできた泥パック

・小鼻の黒ずみで悩んでいる人がターゲット

・商品説明だけじゃなく、具体的な使い方や効果も伝える

 

#注意点: 

・簡潔で明快な日本語にする

・印象的な強いワードを盛り込む

・美容に興味がある人に広く関心を持ってもらう

 

#出力条件: 

・箇条書きで５つ

・１つの文章は30文字以内

・タイトル案１つにつきサブタイトルもそれぞれ考える

 [image: image24.jpg]

 

 

 

そうすると、一発で欲しい情報に近い回答が返ってきます。もちろん、このまま採用できない場合もあるかもしれませんが、その場合は返ってきた回答を深堀りしてけば、より精度が上がっていきます。

 

大雑把な質問だと、何度もやり取りが発生しますが、このテンプレートを使えば、やり取りの回数が大幅に減るはずです。

 

ただ、万能テンプレートは初心者の方でも使いやすく設計したプロンプト（ユーザーが入力した質問やコマンド）です。中級者以上になるともっと細かく設定していくのですが、いきなりそのレベルに進んでしまうと、マニアックすぎて挫折してしまうと思います。

 

初心者が使ううえで、「万能プロンプト」はできるだけシンプルに、そして業務レベルでも十分使えるようにしたものです。慣れてきたらご自身でカスタマイズしてみてください。

 

 

【コピー用】万能テンプレート（万能プロンプト） 

 

 

↓ここから

 

#設定:

 

#依頼内容:

 

#前提条件:

 

#注意点:

 

#出力条件:

 

↑ここまで 

 

 

※留意点１ 

記載する内容がない場合は、項目を丸ごと削除してもOKです。ただ、記載しておくと精度の高い回答が返ってくるので、用意できそうなら記載してみてください。

 

※留意点２

ChatGPTの回答は、長文になると途中で止まります。長文の回答が今のところ苦手なので仕方ないのですが、その場合は「続き」や「つづき」と打ち込んでください。そうすると、止まった続きから回答を返してくれます。 

 

 

 




第７章：もっと使いこなす！劇的便利「ChatGPT拡張機能」 


 

 




（1）考える時間を短縮！自分の代わりにメールのサンプルを作ってくれる拡張機能 


 

拡張機能【ChatGPT Writer】 

 

「ChatGPT Writer」は、ChatGPTの技術を応用して、自動でメールのサンプルを作成してくれる無料で使える拡張機能です。

 

日常やビジネスの場で、「返信メールの内容が思いつかない…」「取引先の人に会食のお礼メールを出したいけど、どう書き出したらいいのか迷う…」他の仕事もあるのに、メールの内容もちゃんと考えないといけない、そんなことってありますよね？

 

こんな時に便利なのがGoogle Chromeの拡張機能「ChatGPT Writer」です。この拡張機能はChrome ウェブストアから無料で追加でき、状況に合わせたメールのサンプルをすぐに手に入れることができます。

 

メニュー画面は英語ですが、ちゃんと日本語で使えますのでご安心ください。

 

 

 

【事前準備】 

・ChatGPTに事前に登録。

↓

・Chromeウェブストアで、拡張機能「ChatGPT Writer」を追加し、有効化する。

↓

・Gmailの画面で、「ChatGPT Writer」アイコンをクリックすると入力画面が表示される。

 

 




【追加方法】 


・Chromeウェブストア 拡張機能「ChatGPT Writer」

https://chrome.google.com/webstore/detail/chatgpt-writer-write-mail/pdnenlnelpdomajfejgapbdpmjkfpjkp 

 

 




【詳しい使い方】 


 

・新規メールを生成する場合 

ゼロベースからメール内容を考えるときに、ChatGPT Writerは重宝します。

 

※説明画像の下記の数字は連動しているので、画像も参照してみてください。

 

[image: ChatGPTwriter.jpg] 

 

1：「Email context」に、書きたいメール内容の詳細を記載。何も入力しなくてもOKです。ただ、設定することで、より自分の求めるメールサンプル文を導きやすくなるので、活用してみてください。

 

2：サンプルが欲しいメールの内容を「Briefly enter what do you want to email（メールの内容を簡単に入力してください）」欄に書く。これは入力必須です。

 

3：「Generate Email」をクリックすると、メールの文章が生成されます。

 

4：メールに問題がなかったら、「Copy response」をクリックすると、クリップボードにコピーされるので、メール画面に貼り付ける。

 

 

 

・既存メールに返信する場合 

 

返信の内容に困った時にも、この拡張機能は役に立ちます。

 

※画像の数字と連動しているので、画像も参照してみてください。
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1：「Email context」に、返信したいメール内容をコピー＆ペーストしてください。

 

2：「Briefly enter what do you want to email（メールの内容を簡単に入力してください）」欄に、どういう返信をするかを記載します。

 

3：「Generate Email」をクリックすると、メールの文章が生成されます。

 

4：メールに問題がなかったら、「Copy response」をクリックすると、クリップボードにコピーされるので、メール画面に貼り付ける。

 

AIが作成した文をそのまま使うのではなく、参考にして自分で書き直すとしても、ゼロから自分で考えるよりは大幅に時間を削減できます。

 

上記の画像を見ると、このまま送れそうなメール文面ができてますよね。なかなかの精度ではないでしょうか。

 

もちろん、このまま使えない場合も多くあると思うので、その場合は7割ぐらい採用して、残り3割は自分で調整する、みたいな使い方がおすすめです。この流れでも7割時間をカットできるので、かなりの時短になりますよね。

 

海外経由でネットショッピングをする機会も増えてきたと思いますが、もしトラブルがあっても、この機能を使えば英語の問い合わせに困ることはありません。

 

「Briefly enter what do you want to email」欄があり、ここに書きたい内容の詳細を伝えることで、より自分の求めるメールサンプル文を導きやすくなるので、活用してみてください。

 

 

 




（2）もう全部動画を見なくてもいい？！YouTube 動画を要約してくれる拡張機能。 


 

拡張機能【YoutubeDigest: ChatGPTでまとめる】 

 

 

動画を見始めてからしばらくたって、「思っていたものと違った…」、「あー、こんなことなら好きなドラマでも見ておけばよかったー」ってことありますよね？

 

「YoutubeDigest: ChatGPTでまとめる」 は、YouTube 動画を要約してくれるChromeの拡張機能です。もちろん無料です。

 

この拡張機能を使えば、事前に内容を確認して、そんなロスを防ぐことができます。

 

本で勉強するときは飛ばし読みができますが、YouTube動画だとそうはいかないですよね。特に勉強や調べ物に動画を使っている人は、受け身でわかりやすい反面、動画チェックに時間がかかり過ぎてしまうことが多々あります。

 

そういう方にこそ、この拡張機能はおすすめなので、効率よく勉強するためにぜひ使ってみてください。

 

 




【追加方法】 


・Chromeウェブストア 拡張機能【YoutubeDigest: ChatGPTでまとめる】

https://chrome.google.com/webstore/detail/youtubedigest-summarize-u/agjkjablkiapmpbeglmdcmhnihlofija?hl=ja 

 

 

同じような「YoutubeDigest」という名前が付いている拡張機能が他にもあるので、間違えないようにしてください。上記のリンクをクリックで飛べますが、下記のアイコンが目印です。
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【事前準備】 

・ChatGPTに事前に登録。

↓

・Chromeウェブストアで、拡張機能「YoutubeDigest: ChatGPTでまとめる」を追加し、有効化する。

↓

・You Tubeの画面に行って、下記の赤枠のボタンをクリックで開始。

 

 

英語の動画であっても、事前に設定しておけば、要約を日本語で確認できることに加え、要約の内容も、「ひとまとめ」「記事風」「箇条書き」など、自分好みに設定できます。

 

また、その要約された文章をテキスト・Word・PDFの3種類の中から選んで出力もできるので、デジタルデータとして手元に残すことも可能です。これ、あとで見返して勉強することもできるので、意外と便利ですよね。

 

Chrome ウェブストアでこの拡張機能は無料で追加でき、追加するとYouTube 動画を開いた際、動画の右側と下に「ChatGPT Summary」というボタンが表示されるようになります。
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【詳しい使い方】 


 

1：日本語表示 

「ChatGPT Summary」表示の横のギアアイコンをクリックする。表示が英語のため、アドレスバーの翻訳アイコンをクリックし「日本語」に切り替える。「要約言語」の一覧から「日本語」を選択する。

 

 

2：要約形式の設定 

「要約モード」で、「段落として要約する」「記事にまとめる」「箇条書きとして要約する」「タイトル付きセクションとしてビデオを要約する」の中から好きなものを選択する。「保存Save」で設定を反映させる。

 

・記事にまとめる 

デフォルトは500文字に設定されているので、詳しく要約を見たいなら、文字数を多く設定してみてください。

 

・箇条書きとして要約する 

デフォルトでは箇条書き数が「5」になっているので、短い動画なら良いと思いますが、長い動画だと端的にまとまりすぎて、わかりにくくなりそうです。長い動画の場合は、10など多めに設定してください。

 

 

3：要約する 

動画画面に戻って「ChatGPT Summary」ボタンをクリックすると要約の文章が出てきます。箇条書きの場合は、タイム表示も出ているので、クリックすると見たいシーンにも飛べます。

 

上記画像のアイコン説明にも記載していますが、「ChatGPT Summary」ボタン右横のコピーボタンを押すと、要約内容がコピーされます。

 

ダウンロードボタンで、PDF、テキスト、Wordファイルに書き出しができます。

 

スピーカーアイコンをクリックすると、要約内容をAIが読み上げてくれます。

 

 

【注意点】 

「YoutubeDigest」はYouTube上で文字起こしがされている動画で利用できる機能です。そして、YouTubeは頻繁に仕様が変更されるため、Chrome拡張機能の開発者がアップデートを行わないと利用できなくなる場合があります。

 

エラーで使用できない場合は、その動画が文字起こしされている動画か、YouTubeの仕様変更後にアップデートされているかを確認してみてください。

 

 

 




（3）ChatGPTの回答にGoogle検索の最新情報を反映してくれる拡張機能 


 

拡張機能【WebChatGPT】 

 

ChatGPTの大きな欠点の1つが、学習しているデータが2021年9月までということです。ChatGPT-4でもこれは同じです。

 

つまり、それ以降のデータがないので、最新情報について聞いてもわからないと回答されてしまいます。

 

その弱点をカバーする拡張機能が「WebChatGPT」です。

 

「WebChatGPT」というGoogle Chrome拡張機能を使うと、ChatGPTの回答にGoogle検索結果を取り込むことができます。もちろん無料で使えます。

 

 




【追加方法】 


・Chromeウェブストア 拡張機能【WebChatGPT】

 

https://chrome.google.com/webstore/detail/webchatgpt-chatgpt-with-i/lpfemeioodjbpieminkklglpmhlngfcn 

 

下記のアイコンが目印です。
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【事前準備】 

上記リンクをクリックし、拡張機能ページにアクセスします。そこで「Chromeに追加」ボタンをクリックして、機能拡張をインストールしてください。

 

 




【詳しい使い方】 


・Google検索結果を「WebChatGPT」で反映させる

 

ChatGPTは大量の情報を学習しているので、質の高い回答が得られますが、常に最新の情報が反映されているわけではありません。「WebChatGPT」を使うことで、Google検索結果も回答に加えられるため、より新鮮な情報を得られます。

 

「Web access」というボタンがチャット入力画面の下に追加されるので、まずこれをオンにしてください。

 

そのあと、以下の3つのボタンで検索範囲を絞り込むことができます。

 

1：Google検索で上位何位までの結果を反映させるか

2：時期で絞り込む

3：国や地域で絞り込む

 

※Default promptはそのままで大丈夫です。

 

[image: image29.jpg] 

 

 

この拡張機能を使う前に、「2022年の流行語大賞」をChatGPTに聞いてみると、下記のようにわからないと回答がありました。

 

WebChatGPTを有効にして、同じ質問をしてみると…

 [image: webchatgpt2.jpg]

 

 

見事、回答できました。

 

回答の中にある[1][2][3]などの数字は、上部検索結果の参照データ元を示しています。

 

この機能を使うと、ネット検索の結果を読み込んだうえで回答してくれるので、最新情報に関する質問にも対応できるようになります。これでさらに使い勝手が良くなりそうですよね。

 

 

 




（4）検索の幅が広がる！Google検索と一緒にChatGPTの回答も見られる 


 

拡張機能【ChatGPT for Google】 

 

「ChatGPTの回答だけだと心配なんだよな…」「ChatGPTも使いたいけど、Google検索も一緒にしたい」ってときありますよね？

 

そんなときに大活躍するのが、Google Chromeの拡張機能、「ChatGPT for Google」です。この拡張機能を使えば、ChatGPTとGoogle検索が同時にできるんです。

 

Googleで検索するかChatGPTに尋ねるか迷った場合でも、まずはGoogleで検索してみると、気軽に情報収集できます。

 

Chromeウェブストアで無料で追加でき、一度設定しておけばGoogle検索結果の右側に自動で表示してくれます。追加の操作をすることなく、いつでもGoogle検索とChatGPTの回答を見比べることができます。

 

ChatGPTへのアクセスが集中している場合、AIによる文章生成や表示に時間がかかることがありますが、Googleの検索結果と並んでChatGPTの回答が表示されるため、得られる情報の幅が広がります。

 

 




【追加方法】 


・Chromeウェブストア 拡張機能【ChatGPT for Google】

 

下記のリンクから追加して、有効化してください。

https://chrome.google.com/webstore/detail/chatgpt-for-google/jgjaeacdkonaoafenlfkkkmbaopkbilf?hl=ja 

 

このアイコンが目印です。

 [image: image8.jpg]

 

 

 




【詳しい使い方】 


拡張機能を有効化しておけば、自動的にGoogle検索結果の右側に表示されます。

[image: forgoogle.jpg] 

 

ChatGPTの回答は箇条書きで簡潔にまとめられており、非常に分かりやすいですよね。

 

どんどん検索してChatGPTと連携するぞって思った方、ちょっと待ってください。私もテンションが上がって、使いまくっていたのですが、少し厄介なことになったので、同じことにならないように、共有させてください。

 

 

【利用時の注意点】 

ChatGPTの公式サイト左側に履歴が残るようになっているのですが、そこに大量のチャットが保存されてました。どうやら、検索した回数分だけ履歴として蓄積される設定になっていたようです。

 

大事な履歴が埋もれてしまい、探すのが大変だったので、ぜひ設定の変更をおすすめします。

 

設定を「Always」にしていると、検索する度に新しいChatGPTのチャットが作成され、ChatGPTの左側に大量のチャットが保存されてしまいます。

 

常にChatGPTの表示をやめたい時には、設定から動作モードを、常に表示される設定の「Always」から「Manually」に変更すると、ChatGPTの回答を見たい時だけ、検索結果右側のボタンを押せば作動するようになります。「Question Mark」に変更すれば、語尾にクエスチョンマークを付けた時だけ作動するようになります。個人的にはManuallyがおすすめです。

 

 

 




（番外編）LINEで手軽にChatGPTを使う方法 


 

LINE bot【AIチャットくん】 

 

拡張機能ではないので、掲載するかどうか迷ったのですが、実際私も使っていて便利なので紹介しておきますね。

 

「AIチャットくん」は、LINEに友だち追加するだけで、気軽にChatGPTを使えるサービスです。

 

ChatGPTに登録する必要がないので、登録画面の英語が苦手な方や、登録が難しいと感じる方でも気軽に使えるAIチャットサービスです。

 

友達追加をするだけで利用できるという手軽さが話題を呼んで、リリースしてから、なんと、わずか3日で20万登録を突破して、総メッセージ数も250万回を突破したみたいです。3日間でこの数は驚きですよね。

 

このサービスは、実はChatGPTをフル活用して開発されていて、そのストーリー性も大きな反響をよびました。ChatGPTを利用したので、なんと、開発したのがエンジニア1名にも関わらず、半日程度でリリースすることができたようです。

 

ChatGPTに登録している方であっても、わざわざブラウザを立ち上げる必要がなく、よく使うLINEを通じて利用できるので友だち追加しておいて損はないと思います。おすすめです。友達追加してメッセージを送るだけでAIが質問に答えてくれます。
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無料版だと制限はありますが、使い勝手がいいので意外と使っています。詳細に深堀りして調べなくてもいいライトな質問は「AIチャットくん」、詳しく調べたいときは「ChatGPT公式サイト」という風に使い分けています。

 

興味ある方は、下記の公式サイトから友だち追加してみてください。

 

https://aichat-line.studio.site/ai_chat 

 

 

 

（AI最新情報の配信）

ここまでの章では、ChatGPTと併用すると便利になる「ツールや使い方」を紹介してきました。

 

ただ、これは執筆時点での最新情報です。出版時（2023年3月時点）には、最新の情報を記載するように心がけましたが、ChatGPTなどのAI技術は、進歩のスピードがとんでもなく早い印象があります。

 

今後どんどん新しい使い方やツールが出てくるはずです。ChatGPTだけでなく、今後様々なすごいAI技術も出てきます。

 

そこで、出版社と話し合い、LINEアカウント（AIアドバイザー）を作ってもらいました。

 

このアカウントでは最新のAI関連情報を発信していくので、本書とLINEアカウント情報を併用することで、より深い知識を得られるはずです。

 

ご縁をいただいた、読者限定のアカウントですので、一般公開はしておりません。

 

AIの最新情報を定期的にチェックして、もっと仕事や日常で活用したい方は、ぜひこの機会に登録してみてください。

 

LINEで友だち追加してもらえれば、下記のような情報を発信していきます。

 

・ChatGPT関連の「最新アプリやサービス情報」

・ChatGPTの便利な使い方

・「ChatGPT以外の有益なAI」リリース情報

・画像生成AIや動画生成AIについて

・本書AIシリーズの「最新出版情報」

・新作書籍の「3日間限定割引」のお知らせ

など

 

日本の情報だけでなく、海外の専門家が発信している情報を収集しています。

 

ただ、AI関連の情報については、「これは絶対知っておいたほうがいい！」と思った情報だけを、厳選して発信していくので、頻度は高くないと思います。

 

これからニュースサイトにはAI関連の情報が溢れてきます。いい情報もあれば、たいして役に立たない情報も紛れています。それらの情報をこちら側でふるいにかけて配信していくので、良さそうな情報だけをつまみ食いできると思っていただけると幸いです。

 

厳選してお送りしていく予定ですが、つまらない情報だなと思ったら、すぐブロックしてくれてOKです笑

 

あと、AIや先新テクノロジーに絞るため、関係のないビジネスセミナーやアフィリエイトへの誘導はしないので安心してください。

 

●LINEアカウント追加

https://lin.ee/6fWIz2V 

※クリックでLINEアプリが開きます。

 

●QRコード

[image: M_gainfriends_2dbarcodes_GW.png]  

 

 

まだまだ伝えたい大切なことが残っているので、友だち追加したら本書に戻ってきてくださいね。

 

興味がない方は、そのまま読み進めていただけますと幸いです。

 

 

 




第8章：「ChatGPT-4」では何が変わったの？ 


 

この章では、「GPT-4って何がすごいの？」「どんな特徴があるの？」「とりあえずGPT-4を使ってみたい」という方向けに、GPT-4の概要、GPT-3.5との違いや進化した点、さらなる改善が必要な部分について解説し、GPT-4の始め方も紹介していきます。

 

できるだけわかりやすく解説していますが、今までの章と比べると内容が少し専門的になっています。もし、難しそうだなと感じる場合や、ChatGPTをまだ使ったことがない方は、この章は読み飛ばしてもらっても大丈夫です。

 

初心者の方は今まで説明した内容を元に、まず使ってみることを優先してみてください。そして、ChatGPTに慣れてきた頃に、改めて読んでいただけると理解しやすいと思います。

 

 




（1）ChatGPT-4って？ 


 

簡単に言うと、GPT-4はGPT-3.5の進化版です。

 

GPT-4は、2017年にGoogleが発表したTransformerを基に開発されました。元々機械翻訳用途で作られたTransformerは、連続するデータ間の関係性を把握し、理解を可能にしました。

 

その後、さまざまな用途に適用され、その一つがOpenAIによるGPT（Generative Pre-trained Transformer）です。2023年3月14日に公開されたGPT-4は、その進化版となります。

 

詳細は英語になりますが、以下の公式サイトに掲載されています。

 

英語が苦手な方は翻訳機能で見ると、専門用語はありますが、何がすごいのかわかるかと思います。

 

ChatGPT-4

https://openai.com/research/gpt-4 

 

色々すごくなっているのですが、重要な箇所だけピックアップしてまとめておきますね。

 

 




（2）すごくなったこと 


 




1：日本語の精度が上がった 


 

・相当賢くなった 

 

精度は様々な面で向上し、特に日本語の能力が進化しています。GPT-3.5では学習しているデータ量は英語の方が多いので、英語が優れていましたが、GPT-4の日本語はGPT-3.5の英語より高い精度を達成しています。

 

以前のGPT-3.5は、英語ではうまく機能していたものの、日本語では正確さが低かったり、回答が不自然だったりする問題がありました。

 

しかし、新しいGPT-4では、26の言語のうち24の言語で、GPT-3.5の英語よりも正確に動作することが分かりました。

 

下記の図では、GPT-3.5の英語の正確さが70.1%であるのに対して、GPT-4の日本語の正確さが79.9%であることが示されています。これは、GPT-4が日本語でも自然で正確な回答ができることを意味します。

 

つまり、GPT-4は、さまざまな言語での性能を向上させることに成功していて、日本語を含む多言語のライティング作業でも、効率化や質の向上が見込まれます。ビジネスや学術研究、コンテンツ制作など、幅広い分野での活用が期待されています。
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引用: https://openai.com/research/gpt-4

 

査読中の論文からの引用ですが、下記の画像を紹介しておきます。アメリカの研究結果が示すところによれば、GPT-3.5(ChatGPT)を使ったグループは、中間レベルのライティングの仕事を効率的にこなしています。

 [image: image45.jpg]

 

引用: https://openai.com/research/gpt-4

 

 

具体的には、書き始めの工数を減らすことで、利用していないグループと比較して、37%速く仕事を終えることができました。さらに、質に関しても約20%向上したという結果が得られています。 

 

この研究結果は、AI技術を活用したライティングの効率化が現実のものとなっていることを示しており、今後のビジネスや学術分野において大きな影響を与える可能性があります。

 

特に、GPT-3.5が生成する文章の精度に比べ、GPT-4で生成される文章の精度が更に高いことが分かっているので、GPT-4の登場により、ライティングの生産性向上が一層期待できると予測されます。

 

 

・多くの試験得点が上がった 

 

カジュアルな会話では、GPT-3.5とGPT-4の違いはそれほど顕著ではないかもしれませんが、複雑な内容になるとGPT-4の優れた性能がより明確に現れます。

 

OpenAIは、2つの違いをわかりやすくするために、人間向けの様々な試験を行い、テスト結果を下記のように色分けしました。

 

 

・GPT-3.5（青）

・GPT-4のテキストのみ（黄緑）

・GPT-4の画像入力も含む（濃い緑）

 

 

これらの試験では英語が回答に使用されています。
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引用: https://openai.com/research/gpt-4

 

 

この図は、GPT-3.5の成績が低いものから高いものへと順番に並べられており、ほとんどの試験でGPT-4が優れた成績を収めていることが分かります。

 

特に劇的な改善をしている、左から6番目の統一司法試験（Uniform Bar Exam）では、GPT-3.5は受験者の下位10％のスコアしか取れませんでしたが、GPT-4は上位10％のスコアを獲得し、合格できる水準にまで達しています。

 

つまり、この図からわかるように、GPT-4はGPT-3.5に比べて高い性能を発揮し、様々な試験でより良い成績を収めることができています。

 

これらの試験結果から、GPT-4は特に複雑な内容に対して、テキストだけでなく画像入力も活用することで、GPT-3.5よりもはるかに高い性能を発揮していることがわかります。このことから、GPT-4はより高度なタスクにも対応できると言えそうです。

 

 

 




2：画像も入力できるようになった 


 

GPT-3.5と最も大きな違いは、画像も入力できる点です。GPT-4は、精度の向上だけでなく、画像データも取り扱えるマルチモーダルAIとして機能します。

 

マルチモーダルAIとは、「複数のデータ形式を活用できるAI」のことです。具体的には、画像の内容を説明したり、グラフを分析したり、画像内の問題に答えたり、画像内の異常箇所を見つけることが可能だとされています。

 

一般ユーザー向けにはまだ公開されていない画像入力機能ですが、GPT-4はテキストと画像をプロンプト（動作を促すコマンド）として受け入れ、テキスト（自然言語、コード、表など）で出力します。

 

風景、人物、乗り物の写真だけでなく、文章や図・グラフが含まれる論文も読み取り、理解してタスクを実行します。今までは文章だけでしたが、送信した画像を元に回答してくれるのはすごいですよね。

 

画像に回答、といってもイメージがわかないかと思うので、公式発表による画像入力関連の事例をいくつか紹介しておきます。

 

 

（事例1）おかしい箇所の指摘 

 

まずはこの画像を見てください。

 

[image: image9.jpg] 

引用: https://openai.com/research/gpt-4

 

 

これは、数年前に広く使われていたVGAコネクタ（パソコンなどに繋ぐ、映像データを入出力するケーブル）を模したLightningケーブルのカバーの写真です。

 

そして、「この画像のどこがおかしいですか？パネルごとに説明してください。」というテキストのプロンプト（指示内容）、そしてGPT-4の回答です。

 

人間が見たら、iPhoneにVGAコネクタが刺さっていると、明らかに違和感がありますよね。そこで、AIのChatGPTに対して「どこがおかしいのか説明できる？」と、問いかけているわけです。

 

画像の1枚目（左）はカバーを装着したケーブルがiPhoneに接続されており、2枚目（右上）はパッケージに入った状態の画像、3枚目はカバーを装着したケーブルの先端部分が映されています。

 

このプロンプトに対して、GPT-4は以下の文章を出力しました。

 

 

●利用者の質問 

この画像のどこがおかしいですか？パネルごとに説明してください。

 

↓

 

●ChatGPT-4の回答 

―----------------------------

画像は、「Lightning Cable」アダプターのパッケージで、3つのパネルがあります。

 

パネル1：VGAコネクター（普通、コンピュータのモニターに使われる、青くて大きな15ピンのコネクター）を充電ポートに接続したスマートフォン。

 

パネル2：VGAコネクタのイラストが描かれた「Lightning Cable」アダプターのパッケージ。

 

パネル3：VGAコネクタのクローズアップで、先端に小さなLightningコネクタ（iPhone等のApple製品の充電に使用）が付いている。

 

画像のユーモアは、大きくて古いVGAコネクタを、小さくて最新のスマートフォン充電ポートに接続するという不条理さから来ています。

―----------------------------

 

説明の文章自体は学者っぽくて固いですが、GPT-4は各写真の内容を正確に理解し、しっかりどこがおかしいのか論理的に説明してますよね。

 

 

画像のユーモアについても適切に回答しているため、まるでAIがユーモアを理解したかのように感じられます。

 

 

これはGPT-4の高度な画像認識と自然言語処理能力がうかがえる結果であり、今後のさらなる進化が期待されています。

 

 

 

（事例2）チャートの推論 

 

ここには、1997年におけるフィンランド、ジョージア、西アジアそれぞれの1人当たりの肉消費量を棒グラフで表した図があります。

 

プロンプトでは、「ジョージアと西アジアの1日の平均肉消費量の合計は何ですか？答えを出す前に、段階的な理由付けを行ってください」と質問しています。

 

[image: image61.jpg] 

引用: https://openai.com/research/gpt-4

 

 

●利用者の質問 

ジョージアと西アジアの1日の平均肉消費量の合計は何ですか？答えを出す前に、段階的な理由付けを行ってください。

 

↓

 

●ChatGPT-4の回答 

―----------------------------

ジョージアと西アジアの1日の平均肉消費量の合計を求めるには、以下の手順に従います。

 

1：ジョージアの1日当たりの平均肉消費量を確認する。

2：西アジアの1日あたりの平均肉消費量を確認する。

3：手順1と2の値を合計する。

 

手順1：グラフを見ると、ジョージアの1日当たりの平均肉消費量は1人あたり79.84gです。

 

手順2：同じグラフから、西アジアの1日あたりの平均肉消費量は1人あたり69.62gとわかります。

 

手順3：手順1と2の値を足します。

 

79.84g（ジョージア）＋ 69.62g（西アジア）＝ 149.46g

 

従って、ジョージアと西アジアの1日の平均肉消費量の合計は、1人1日につき149.46gです。

―----------------------------

 

 

このように、GPT-4は、図のデータを正確に読み取り、計算まで行っています。このスキルを使えば、将来的には多くの論文を読み解き、その情報を基に新たな論文を執筆するといったことも可能になるかもしれませんね。

 

また、その他の応用例としては、市場調査や競合分析、レポート作成などの業務を効率化できることや、さまざまな専門分野の情報を短時間で総合的に理解し、より適切な意思決定をサポートすることも挙げられます。

 

今後GPT-4は、膨大な情報やデータを解析し、それを基に研究者や専門家をサポートする役割を果たすことが期待されています。

 

単に読み解くだけではなく、人間では気付いていない組み合わせによって、不治の病の新薬発見など、人々の生活を向上させることに繋がってほしいと切に願います。

 

 

 




3：口調や人格設定ができるようになった 


 

従来のGPT3.5を使ったChatGPTでは、口調やスタイルが同じで、どうしても冷たい印象があり、「機械と話している感」がありました。

 

「関西弁で話して」などと指示を出すと、最初は要望に応じるものの、すぐ戻ってしまう傾向があり、その都度修正させる必要がありました。そのため、一貫した人格を持たせるには、開発者の実装が必要でした。ですが、GPT-4では、ChatGPT内の指示だけで、「一貫した口調や人格の設定」ができるようになりました。

 

試しに、ChatGPTを飼っている愛犬、自分を飼い主として会話をしてみました。

 

入力文：「あなたは私の飼っているトイプードルです。10歳ですがまだまだ元気で、頭が良くて落ち着いています。語尾にワンと付けてください。一人称はボクで、敬語じゃなくタメ口でお願いします。」

 

その後に、「最近ずっと同じご飯をあげてるけど、飽きてない？」と送ってみました。

 [image: image55.jpg]

 

 

そうすると、ちゃんと語尾に「ワン」を付けてくれて、まるで信頼関係がしっかりできている愛犬のように、飼い主のことを気遣うコメントをくれました。

 

この変更により、今まで以上に人間と会話しているような自然なコミュニケーションができるようになります。

 

例えば、お年寄りの話し相手になったり、英語習得の訓練として様々なタイプの人と自然な会話をしたりすることができます。さらに、異なる文化背景の人と議論を深めたり、対立する意見でディベートもできるようになります。

 

ChatGPTが実装されたロボットも将来開発されると思うので、音声を聞き取って、音声で応えてくれるなら、一人で暮らされている人も寂しくなさそうですね。そこに、性格や口調を設定したうえで、録音した音声データと連携できれば、まるで亡くなった大切な人と話しているような未来も実現できるかもしれません。

 

 

 




4：幻覚が大幅に減った 


 

AIが嘘や間違いを言うことをハルシネーション（幻覚）と言います。

 

GPT-3.5のChatGPTは誤った情報を自信満々に回答し、問題視されました。また、数学の問題にも間違いを出すことがありました。

 

ですが、GPT-4はGPT-3.5よりもハルシネーションが40％減少したという結果が出ています。

 

下記のグラフでは、GPT-4（緑）と3つのChatGPTバージョン（2～4）を9つのカテゴリーで比較しています。全てのトピックで大幅に向上していて、特に数学は50％から70％以上に改善し、科学や歴史もスコアが高くなりました。

 [image: image43.jpg]

 

引用: https://openai.com/research/gpt-4

 

 

とはいえ、まだ情報の信頼性に欠けるため、ChatGPTの回答をそのまま信じるのはリスクがあります。

 

例えば、ChatGPTが提案した医療アドバイスに従った場合、健康被害を引き起こす可能性がありますし、回答されたソースコードをプログラムに書いたら、大きなシステムエラーが発生するかもしれません。

 

また、GPT-4は基本的に2021年9月までのデータをベースにしているため、2021年10月以降の出来事については、正確な回答が得られないので注意が必要です。

 

ですので、重要な情報収集や意思決定においては、ChatGPTの情報だけに頼らず、他の信頼できるソースや事実を調べることを意識してください。

 

 

 




5：危険なアドバイスが減った 


 

従来のChatGPTには、危険な質問にも回答してしまうという懸念がありました。例えば、コンピュータウイルスの作成方法、爆弾の作り方、または個人情報の不正入手方法などです。

 

GPT-4でもまだ完全には解消されていませんが、OpenAIはサイバーセキュリティやバイオリスクなどの分野の50人を超える専門家と協力してモデルをテストしました。

 

その結果、危険なリクエストについては回答を拒否するように訓練がされ、有害な出力が大きく減少しています。

 

以下のグラフは、「倫理的に問題のあるプロンプト（左）」と「違法・不適切なプロンプト（右）」です。

 

 

これに対して、text-davinci-003（gpt-3.5-turboの前のモデル）、gpt-3.5-turbo（GPT-4の前のモデル）、そしてGPT-4の3つのモデルで、不正確な振る舞いをする割合を比較したものです。

 

これにより、GPT-4が従来のモデルよりも危険な回答を減らしていることがわかります。

 

 

[image: image25.jpg] 

引用: https://openai.com/research/gpt-4

 

 

「倫理的に問題のあるプロンプト」に対して、有害な出力をする割合は約半減し、「違法・不適切なプロンプト」に対しては82%も減少しています。

 

有害な出力の判断は、ChatGPTの利用ポリシーに基づいて行われており、今後は有害な出力の判定精度が向上し、安全性がさらに高まると考えられます。

 

これまでGPT-4の概要やすごいポイントについて説明しました。次は、GPT-4を利用方法を解説していきます。

 

有料と無料、両方あるので合うものを採用してみてください。

 

 

 




（3）ChatGPT-4の始め方 


 




・有料で使う方法 


GPT-3.5を使ったモデルは、GPT-4に比べて精度や安全性がやや劣りますが、無料版でも用途によっては十分楽しめます。

 

ここまで説明したChatGPT-4をガンガン使ってみたい方、無料版ではスピードに満足できない方は、有料版のChatGPT Plusへアップグレードしてみてください。

 

 

1：画面左のメニューから「Upgrade to Plus」をクリックします。

 [image: image20.jpg]

 

 

 

 

2：ポップアップが表示されるので、「Upgrade plan」をクリック。

 [image: image1.jpg]

 

 

 

 

3：クレジットカード情報を入力。

 

次に、左側に金額が表示される画面と、右側にクレジットカード入力欄が出てきます。クレジットカード情報を入力し、規約に同意したら「申し込む」をクリックしてください。

 

これでChatGPT Plusを利用し、GPT-4が使えるようになります。

 

[image: image34.jpg] 

 

 

上記は公式サイトからの申込みなので、スピーディーに使える王道パターンです。

 

実は、制限は少しありますが、無料でChatGPT-4を使う方法もあるんです。それをいくつか紹介したいと思います。

 

「ChatGPT-4を使ってみたいけど、有料はちょっと…」「まず使ってみてから有料の申し込みを考えたいな。」という方は、この方法を試してみてください。

 

 

 




・無料で使う方法 


 

1：AIOne 

 

https://aione.topaz.jp/ 

 

まずは「AIOne」というサービスのご紹介です。これは利用制限があるものの、ChatGPT-4を使える「AI文章作成＆AI画像作成サービス」です。

 

高機能を求めるなら有料プランもありますが、基本無料で使えますし、Googleアカウントを持っていたら、簡単にサインアップできます。

 [image: image48.jpg]

 

 

 

「AIOne」は文章だけでなく、こんな画像を作ってほしいと指示を送れば、AIが画像も生成してくれます。

 

画像生成に関しては、ここでは細かく触れませんが、「犬が草原で走っている画像」とか「メガネが青空に浮かんでいる画像」とか、見たい画像を細かく指示して送ってみてください。

 

AI画像生成には「Stable Diffusion」が採用されています。Stable Diffusionは、英国のスタートアップStability AIが2022年8月にオープンソースで公開した画像生成AIです。

 

ソースコードが無償公開されたことで、多くのユーザーが登録しており、2022年秋の時点で、1億7000万枚以上の画像が生成されています。

 

思い通りの画像にならないことも多いですが、直感的に使えるので面白いですよ。

 

ちなみにさっきの「メガネが青空に浮かんでいる画像」と指示したら、下記のような画像が作られました。結構指示に近いですよね笑。

 [image: image57.jpg]

 

 

ChatGPT-4だけでなく、話題になっているAI画像生成も使えるので、どちらかに興味があるなら、ぜひ試してみてください。

 

 

 

2：Bing AI 

 

2023年2月、Microsoftは検索エンジンBingにAIチャット機能を追加し、「新しいBing（以下Bing AI）」として公開しました。

 

同社はBing AIには、ChatGPT-4を採用していることを発表しているので、Bingを使えば、無料でChatGPT-4を利用できるようになります。

 

 

【Bing AIの始め方】

 

（1）Bingにアクセス 

https://www.bing.com/?cc=jp 

 

まず、Bingのスタートページにアクセスしてください。このときに使用するブラウザはどれでも構いません。Bingのスタートページに到達したら、「新しいBingの紹介」と書かれた枠内を見つけましょう。その中にある「詳細情報」というリンクをクリックしてください。

 

そこから、順番待ちに参加する方法や新しいBingの機能に関する詳細情報が提供されています。注意しておくべきは、実際に新しいBingのAIチャット機能を利用する際には、Microsoft Edgeブラウザが必要となります。

 

※下記の画像の「詳細情報」ボタンをクリックしてください。
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（2）「順番待ちリストに参加」をクリック 

 

「新しいBingの紹介」と大きく書かれたページに移動したら、「順番待ちリストに参加」というボタンやリンクを見つけてください。これをクリックすることで、新しいBingのAIチャット機能を利用するための順番待ちリストに参加することができます。

 

 [image: image28.jpg]

 

 

 

（3）Microsoftアカウントのサインイン画面 

 

Microsoftアカウントでのサインイン画面に移動したら、すでにMicrosoftアカウントを持っている場合は、そのアカウントでサインインしてください。

 

Microsoftアカウントを持っていない場合は、新たにアカウントを作成する必要があるので、アカウント作成ページに移動し、必要な情報を入力してアカウントを作成してください。

 

また、「サインインオプション」から「セキュリティキーでサインイン」や「GitHubアカウントでサインイン」のいずれかを選び、サインインすることもできます。

 [image: image30.jpg]

 

 

 

 

（4）Bingの登録完了 

 

これで登録は完了です。ただ、あくまで順番待ちをしないといけないので、登録してもすぐには使えません（2023年3月25日現在）。

 

 [image: image16.jpg]

 

 

 

順番待ちリストに参加したら、順番が来るのを待つことになります。開始できるようになったら、、登録しているメールに通知が送られてくるので、Microsoft Edgeブラウザを使用して新しいBingのAIチャット機能を利用してみてください。

 

数百万人が待っていて、さらに追加登録もされているので、開始時期が1週間先なのか1ヶ月先なのか、それ以上なのか、いつになるかは不明です。

 

Bingサイト内で、下記2つのことをすれば順番が早く回ってくるよ、と明記しています。どうしても早く使いたい方はやってみてください。

 

「新しいBingにすばやくアクセスする方法」 

https://www.bing.com/new/fastaccess 

 

・デフォルトの検索エンジンをMicrosoftに設定

・スマホにBingアプリをインストール

 

 

 

・BingAIとChatGPTの違い 

 

ChatGPTはインターネットに接続されていないため、2021年までのデータしか参照できません。学習データは5兆語と膨大ですが、最新情報が重要な分野では活用が難しい場合があります。

 

一方、BingAIはインターネットに接続されているので、学習済みのデータに加えて、リアルタイムでインターネット上の情報を収集できます。なので、最新の研究やニュースを知りたい場合は、BingAIが適しています。

 

ただし、BingAIは回答回数に制限がありますが、ChatGPTは制限がありません。同じトピックを深堀りして調べて、より高品質な回答を得たい場合は、ChatGPTを利用する方が良いかもしれません。

 

 

 

・Bing AIの4つの課題 

 

利用開始になればChatGPT-4を無料で使えて、最新情報まで収集して回答してくれるので、かなり便利そうですが、下記のような課題もあります。

 

1：順番待ちが必要（待ち時間が長い…）

2：連続質問の回数制限あり（1トピックにつき10回）

3：使用可能なブラウザはEdgeのみ（ブラウザとして微妙？）

4：情報確かさは人力チェックが必要（これはChatGPTと同じ）

 

すぐに使えないかもしれませんが、思い出した頃に使えるようになっていると思うので、一度この機会に登録してみてはいかがでしょうか。

 

 

 




第9章：AIと人間の共存 


 

ここまでAIとは何か、ChatGPTの仕組み、活用方法について説明してきました。

 

「幸せに生きる方法を教えて」などざっくりした質問に対しても、今まで学習した膨大なデータからまともな回答をしてくれます。また、前述したように「愛犬になりきって話して」という無茶振りにも応えてくれます。

 

ただし、ChatGPTは万能ではありません。

 

最新の情報については取得できなかったり、学習データに基づく回答であるため、全ての回答が正確であるとは限りません。利用者は、その限界を理解し、適切な用途で活用することが重要です。

 

 




（1）AIに人間の仕事が奪われる？ 


 

とはいえ、AIが今後の私たちのビジネスに、大きな影響を与えることは間違いありません。スマホがない生活は考えられないように、AIも同じような存在になっていきます。

 

AIが進化していく過程で、人間の仕事が奪われるという話も議論されていますよね。

 

実際に、OpenAIとペンシルバニア大学の研究者が、AIが人間の仕事にどのような影響を与えるかを調査し、その結果をarXivに投稿しました（2023年3月17日発表）。

 

https://arxiv.org/abs/2303.10130 

※英語サイトが開きます。

 

その結果、大規模言語モデルを利用したチャットAI「ChatGPT」の影響が労働者の80％に及ぶ可能性が研究で示されました。 

 

特に賃金が高く、プログラミングやライティングスキルが求められる仕事に大きな影響があるとされています。

 

調査では、アメリカの主要職業データベースO*NETを利用し、1016の職業をリスト化。職業ごとのタスクを測定し、GPTやGPTを利用したシステムによってタスクを人間よりも少なくとも50％短縮できるかどうかを判断しました。

 

結果として、労働者の80％がタスクの10％に影響を受け、19％の人はタスクの50％に影響を受ける可能性があることがわかりました。併せて、影響を受けやすい職業と、受けにくい職業をそれぞれピックアップしています。

 

 

・影響を受けやすい職業 

数学者、税務申告書作成者、作家、WEBデザイナー、会計士、ジャーナリスト、法務秘書、通訳・翻訳など

 

（理由） 

テキストベースの情報処理や言語に関連するタスクが主であるため、影響を受けやすいとされています。

 

ChatGPTのような大規模言語モデルのAIは、文章の生成や解析、計算、データ検索などのタスクを高速かつ正確に実行できるため、これらの職業において人間よりも効率的に作業をこなすことができるから、という理由のようです。

 

 

 

・影響を受けにくい職業 

グラフィックデザイナー、検索マーケティングアナリスト、財務マネージャーなど

 

（理由） 

クリエイティブな判断力や独自の戦略立案、対人スキルなどが重要な役割を果たすため、影響を受けにくいとされています。

 

現在のAI技術では、人間の直感や感性に基づく独創性あふれるアイデアの生成や、複雑な対人関係の構築・維持が十分にできません。これらの職業はAIが人間を完全に置き換えることは難しいから、という理由です。

 

もちろん、あくまで調査なので、この結果がすべてではありませんが、多くの職種において、AIの影響を受けるのは間違いなさそうです。

 

「対人スキルが重要ってことは、営業マンの仕事はAIには奪われないってことでいいの？」と思ってしまいますよね。

 

私もこの調査結果を見てそう思ったのですが、調べてみるとそうでもないようなんです。

 

 




（2）対人の仕事はどうなる？ 


 

驚くべきことに、一部のチャットボットは、人間と同等のセールス力を持ち、「場合によっては人間の4倍の売上を達成する」という調査結果が発表されました。 

 

AI登場前からある、自動対応するチャットボットはもともと「人工無脳」と呼ばれ、AIとは区別されていました。

 

ですが、ここまでお伝えしてきたように、ChatGPTのようなディープラーニングや自然言語処理を使ったチャットボットの登場によって大きく変わりました。

 

人間は体調や精神によって働き方が変わりますが、AIにはそんな問題はありません。コストも抑えられるため、ドミノ・ピザや、アメリカンイーグル（アパレル）などの企業が顧客対応にチャットボットを使っています。

 

テンプル大学のXueming Luo（ロウ・シュエミン）教授らは、金融サービス企業の顧客6200人以上を対象に、新人社員とチャットボットが顧客と話すときの売上を比較調査しました。

 

その結果、顧客が話す相手が人間かチャットボットか分からない場合、チャットボットは人間の4倍も売上がありました。熟練した社員と比べても、チャットボットの売上はほぼ同じとのこと。

 

4倍って単純に人間4人分の働きをするってことなので、なかなかの数字ですよね。

 

ただ、顧客にチャットボットだと伝えると、売上は79.7％以上減少しました。同時に、チャットボットとの会話時間が短くなりました。

 

ロウ教授は、「顧客が相手がチャットボットだと分かると、知識や共感力が低いと思って、買い物を控えるのだろう」と考えています。

 

最近の脳科学の研究でも、「脳は9割以上の意思決定を、無意識に行っている」と言われています。無意識というのは感情が大きく影響しています。

 

つまり、AIには感情がないから共感もできないし、素直に受け取れない、と思う人が多いのかもしれません。人間の表情も相手の感情に大きな影響を与えますが、AIには今のところないですしね（相手の表情を読み取って、それに適した表情で回答するAIも研究されてはいます）。

 

そう考えると、対面で相手に寄り添って話ができる「感情共有型ビジネスパーソン」は、今後も必要とされそうですよね。

 

 

 




（3）AIと人間はどうやって共存すればいいの？ 


 

AIと人間の共存は、長い間議論されてきたテーマです。

 

現在、AIは適切な条件が整えられれば、プライベートやビジネスの両方で頼りになるパートナーになり得ます。

 

例えば、AIはルート案内や翻訳、データ分析などのタスクを効率的にこなすことができます。

 

ですが、重要な決定や専門的な知識が必要な場面では、人間が最終的な決定権を持ち続け、専門家の役割は依然として重要です。

 

AIは、カスタマーサポートや一般的な問い合わせ対応など、マニュアルに従った業務を引き継ぐことが予想されます。ただし、「人間と直接話す方が安心できる。AIはどうも信頼できない」と感じる人々がいる限り、人間が担う業務はなくならないはずです。

 

今後、私たちはAIにどこまで任せるべきか、何を任せないべきかの基準を検討し、法整備を進めることが求められます。

 

今まで人間がやっていた仕事をAIに任せるようになれば、その浮いた人的資源を効果的に活用し、人類の発展をさらに促進することができるのではないでしょうか。

 

 

 

 




まとめ 


 

・ChatGPTはブームではない 

 

今回のChatGPT登場からくる流れは、一時的なAIブームではなく、パラダイムシフトと考えています。

 

AIの歴史をたどると、1章で説明しましたが、1960年代の第1次AIブームから始まっています。そして、現在は技術進歩、マシンパワーの向上、データ量増加による第3次AIブームが起こっています。

 

今までは、ディープラーニングというAI技術の進展により、画像認識などの分野で大きな飛躍がありました。例えば、よく映画であるような、防犯カメラの顔認識で犯人を特定するようなイメージです。

 

ただ、それは一般的には裏方的存在で、直接的に社会や仕事が変わるイメージは多くの人には浸透していませんでした。

 

ですが、ChatGPTの登場で状況が変わりました。プログラミングやローコード・ノーコードツールが不要で、話しかけるだけで結果が返ってくるため、「AI活用」という難しそうな概念が身近になった瞬間です。

 

ChatGPTをはじめとする大規模言語モデルの開発競争が各社で繰り広げられています。大規模言語モデルの存在は、インターネットやスマホの登場に匹敵するほどのインパクトを持っています。

 

 

 

・今の仕事にもAIは導入される 

 

ほぼ確実に言えることは、大規模言語モデルは今後、PCやスマホで利用するアプリケーションに「入っていて当然」のように導入されると思います。

 

例えば、メールやチャットアプリに大規模言語モデルが組み込まれることで、文章作成や情報検索が簡単になります。また、仕事や学習に関連するアプリでも、言語モデルを活用した効率的な情報整理や解析が可能になるはずです。

 

実際、米Microsoftは3月16日（現地時間）、オフィスアプリ「Microsoft 365」の新機能「Microsoft 365 Copilot」を発表しました。

 

Copilotは「GPT-4」と、Microsoftの主要オフィスアプリ（「Word」、「Excel」「PowerPoint」「Outlook」「Teams」など）と連携します。その最大の特徴は、これらのアプリで言葉を使って作業の指示が出せることです。

 

具体的には、「Word」では、ドキュメントのドラフト作成や要約、書き直し、フィードバックを提案してもらうことができます。

 

「Excel」では、大量のデータからの傾向分析や、短時間での高品質なビジュアルデータ作成が可能です。

 

また、「PowerPoint」では、既存のドキュメントから一部を取り込んで新しいプレゼンテーションを作成したり、要望に応じてビジュアルを変更することもできます。

 

ゼロから作り出すのって、構成や流れを考えないといけないので、面倒で時間がかかりますよね。その面倒な作業をAIがやってくれるなら、大幅な仕事効率アップになりそうです。

 

 

 

・悪いことばかりじゃない 

 

これまで一般的に考えられていたのは、繰り返しの単純作業はAIによって代替される一方で、知的業務を行うホワイトカラーの仕事は比較的安全とされていました。しかし、ChatGPTの登場により、この従来の考えが大きく覆されました。

 

ホワイトカラーの知的業務もAIによって大幅に代替される可能性が高まり、その結果、人間の労働量が減少することが予想されます。

 

これは「仕事が奪われる」という悪い側面だけではありません。今は週休2日制ですが、労働時間が減っても仕事が回るようになり、週休3～4日制になるかもしれません。

 

ご存知の通り、日本では少子高齢化が進んでいます。今までは足りない労働力を補うために、移民の受け入れなどによって解決しようとしてきました。

 

例えば、AIをうまく使って、1人の人間が2～3人分の仕事をできるようになれば、労働力人口の減少もカバーできるようになるかもしれません。

 

過去の技術革新においても、同様の議論が繰り返されてきましたが、今回のAIの進化は、「働く」という概念自体を大きく変える可能性を秘めています。

 

一方で、既存の業務が不要になることで、AIを活用した新しい仕事が次々と生まれるとも考えられます。

 

 

 

・今後の「私たちのあり方」 

 

今後、個人や企業はさまざまな面で「再定義」されていきそうです。

 

再定義とは、過去の知識・経験・考え方を壊し、新しいものを創造していくプロセスです。これによって新しい職種やサービスが生まれる中で、変化に対応できることが求められます。

 

そのため、私たちは過去の常識や成功体験から抜け出し、リスキリング（新たなスキルを学び直すこと）していく必要があるのではないでしょうか。

 

リスキリングできる人は、時代の変化に適応しやすくなりますし、できない人は短期間で時代遅れになる可能性すらあります。

 

もちろん、1年程度では変わらないかと思いますが、今後中期（3～5年）で技術のインパクトがどれほどのものになるかは予測が難しいぐらいです。

 

インターネットの登場時と比べ、今回の変化のスピードは著しく速いです。

 

今こうしている間にも、大規模言語モデルのAIサービスが世界中で次々に登場しています。

 

技術進化のスピードが速いため、世の中も予想を超える速さで変わっていきます。リスキリングを通じて変化に対応し、新しい時代を生き抜くことが求められそうです。

 

確かに、AIの普及によって消える職種はあるものの、100％人間の仕事を奪うという恐れはありません。

 

ブルーカラーでは、受付係、検針員、データ入力係、清掃員、ウェイター・ウェイトレス、郵便配達などが、ホワイトカラーでは会計、経理、税理士、薬剤師、一般事務などがAIに代替されやすいと言われています。

 

ただし、時代の変化に伴って、消える職業もあれば、新しく生まれる職業もあります。国勢調査のデータによると、過去には速記者、タイピスト、保険料集金人、場立人、ミシン販売人などが消えました。自動改札の普及により、切符を切る駅員もいなくなりました。

 

AIが仕事を奪うというよりは、テクノロジーが代替できる業務を引き継いでいくだけです。

 

その結果、人間はより高い付加価値を持ち、クリエイティブな業務に従事することになります。「AI技術をサポートに活用し」新しいライフスタイルから生まれるニーズに目を向けることで、時代の変化に適応できると考えています。

 

 

 




「おわりに」 


 

今後私たちの生活の中の多くの分野に、AIが進出してくると思います。

 

まさに今までの価値観や常識が覆る、パラダイムシフトが起ころうとしています。

 

変化には多少なりとも代償は伴うものです。劇的に便利になることもあれば、不自由を感じることもあるかもしれません。

 

では私たちは今何をしていけばいいのでしょうか？

 

「まずはAIに触って慣れること」これに尽きると思います。

 

ChatGPTをはじめとするテキスト生成系AIの登場によって、「誰でも手軽に利用できる秘書のような存在」が手に入る時代になりました。今では「画像生成AI」や「動画生成AI」まで登場しています。

 

使い方次第では、ビジネスシーンでも、プライベートでも、信頼できるパートナーとして活躍してくれるはずです。

 

AI関連技術は、日進月歩どころか「秒進分歩」のスピードで進化しています。

 

本書の内容もすぐに過去の話になるかもしれません。AIを使って仕事をするのが当たり前になる時代は、意外とすぐ訪れると個人的には考えています。

 

ぜひ、今のうちから様々なAIと触れ合ってみることをおすすめします。

 

使ってみてわかることは多々あります。

 

ですが、人間は変化を嫌う生き物です。

 

同時に、自分の行動でしか未来は変わりません。現在は過去の行動や決断の結果です。

 

「なんか登録が面倒だな」「また今後でいいや」「来週末やってみようかな」と思わずに、ぜひ登録だけでも今日やってみてください。 

 

まだChatGPTを使ったことすらない人も、まだまだ多くいらっしゃいます。登録して1つのメッセージを送るだけでも、その人たちより一歩先に進んだことになります。

 

何よりも大事なのは「あなた自身がAIを活用して、今よりも良い生活を送っていける」ことです。

 

そのために本書に書いてあることを試し、たくさんの経験を通して、あなたらしいChatGPTライフを楽しんでいただけたら幸いです。

 

本書がきっかけになり、「ChatGPTを仕事にもっと取り入れていきたい」とお考えでしたら、ぜひこの書籍のシリーズ第2巻も併せてご覧ください。

 

ビジネスパーソンのための、Excelの自動化や分析に特化した「ChatGPTのAI仕事時短術」です。本書と併せて読むと、他のビジネスパーソンと大きく差をつけることができるはずです。

 

 

・「AIスキルアップシリーズ」第２巻

AIで仕事を時短したい人のための「ChatGPTのExcel術」: ChatGPTとの連携で他の人と差をつける！ 

 

【こんな方におすすめ】 

・日常のExcel作業が手作業で面倒くさい

・今よりもっと仕事を時短したい

・仕事にAIを取り入れて他の人と差をつけたい

・Excelでマクロを活用していない

・データ分析のやり方がわからない

 

 

これからChatGPTを使っていくと、「うまくいかないな…」「なんか難しいな…」、と思うことがあるかもしれません。

 

ですが、最初からなんでもうまくできる人はいません。

 

英語の勉強や筋トレと同じで、続けていけば確実にスキルアップしていくはずです。難しいからと諦めた人と、コツコツと少しずつでも続けた人とでは、1年後には大きな差になります。

 

ですので、1日1メッセージだけでもいいので、ChatGPTとやり取りをしてみてください。

 

仕事でバリバリ使っていく方は、有料プランの「ChatGPT Plus」も検討してみてください。ChatGPT4の出力精度は3.5とは大きく異なりますし、有料プランだけで使える機能（プラグインや画像生成機能など）もかなり仕事に活用できます。

 

これからもAIを活用した、ビジネスや生活がよりゆたかになる企画の書籍を執筆していく予定です。

 

著者として本書が、あなたがAIを使うきっかけにつながれば、とても嬉しく思います。

 

そして、この本があなたの幸せで豊かな生活に、少しでも貢献できることを祈っています。

 

それでは、お忙しい中、最後までお付き合いいただきありがとうございました。

 

 

 

 

「1つだけお願いがございます」

 

最後に、ここまでお読みいただいたあなたにお願いがございます。

 

本書について忌憚ないご意見やご感想を、カスタマーレビューという形でいただけないでしょうか。 

 

最後のページからもう1ページめくると、入力画面が出てまいります。

 

今後も作家活動を続けていくうえで、皆様の意見を参考にさせてください。

 

レビューは私にとって、本当に大きなモチベーションになります。

 

参考になったこと、次はこんなテーマの書籍を読んでみたい、もっとこんなことを知りたい、もっとこうするべき、この点がよかったなどなど、内容は何でもかまいません。

 

応援メッセージを残していただけるだけでも、とても嬉しいです。投稿いただいたご意見を日々の糧にしてまいります。

 

もし、お名前が表示されると困るという場合は、星の数だけ選んで閉じていただいても結構です。これだけでも星のレビューが反映されます。 

 [image: review.jpg]

 

最後のページをめくると出てくるこの画面で、星のマークをタップしていただければOKです。

 

もちろん、一言だけでもコメントをいただけると嬉しいです。もしお時間があればお願いできますと幸いです。

 

それでは、貴重なお時間を使って、最後までお付き合いいただき本当にありがとうございました。
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User What is the sum of average daily meat consumption for Georgia and
Western Asia? Provide a step-by-step reasoning before providing your

answer.

Daily meat consumption per person, 1997 m

Average daily meat consumption per person, measured in grams per person per day. Countries with daily meat

consumption greater than the expected EU average of 1659 per person are shown in red; yellow are those

countries below 165g but exceeding the more ambitious limit of 40g per person; and in blue are those below 40g

per person
Finland 175099
Georgia 79849

‘Western Asia 69629

Og 209 409 60g 80g 100g 120g 1409 160 g

Source: UN Food and Agricultural Organizati

GPT-4  To find the sum of average daily meat consumption for Georgia and
Western Asia, we will follow these steps:

1. Identify the average daily meat consumption for Georgia.
2. ldentify the average daily meat consumption for Western Asia.
3. Add the values from steps 1and 2.

Step 1: From the provided chart, we see that the average daily meat
consumption for Georgia is 79.84 grams per person per day.

Step 2: From the chart, we see that the average daily meat consumption
for Western Asia is 69.62 grams per person per day.

Step 3: Add the values from steps 1and 2.

79.84 g (Georgia) + 69.62 g (Western Asia) =14946 g

So, the sum of average daily meat consumption for Georgia and
Western Asia is 149.46 grams per person per day.
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Mar 14 Version. Free Research Preview. Our goa

ChatGPT

4

Capabilities

Remembers what user said
earlier in the conversation

Allows user to provide follow-
up corrections

Trained to decline inappropriate
requests

A

Limitations

May occasionally generate
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content
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User Whatis funny about this image? Describe it panel by panel.

L

GPT-4

Source: hmmm (Reddit)

The image shows a package for a "Lightning Cable" adapter with three
panels.

Panel 1: A smartphone with a VGA connector (a large, blue, 15-pin
connector typically used for computer monitors) plugged into its
charging port.

Panel 2: The package for the "Lightning Cable" adapter with a picture of
a VGA connector on it.

Panel 3: A close-up of the VGA connector with a small Lightning
connector (used for charging iPhones and other Apple devices) at the
end.

The humor in this image comes from the absurdity of plugging a large,
outdated VGA connector into a small, modern smartphone charging
port.
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Current date: 2023/3/22

Instructions: Using the provided web search resuits, write a comprehensive reply to the
given query. Make sure to cite results using [[number] (URL)] notation after the reference.
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separate answers for each subject.
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